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A
. 研
究
目
的

肝
炎
対
策
基
本
法
中
に
定
め
ら
れ
た
“
肝
炎
対
策
基

本
指
針
”
に
は
 “
肝
炎
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普

及
並
び
に
肝
炎
患
者
等
の
人
権
の
尊
重
に
関
す
る
事
項
”

を
推
し
進
め
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
肝

炎
対
策
基
本
指
針
の
中
に
は
“
肝
炎
の
予
防
の
た
め
の

施
策
に
関
す
る
事
項
”
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究

班
に
は
こ
の
2
つ
に
関
し
て
研
究
を
行
い
、
国
民
に
成

果
を
還
元
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
研
究
班
で
あ
る
。

こ
の
目
標
の
実
現
の
た
め
、（
1）
一
般
生
活
者
・
保
育

施
設
勤
務
者
・
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
e-learning 

system
 の
構
築
、（
2）
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
・

総
合
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研
究
代
表
者
　
四
柳
　
宏
　
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
先
端
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
感
染
症
分
野
 教
授

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
集
団
レ
ベ
ル
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

必
要
で
あ
る
。（
1）
一
般
生
活
者
・
保
育
施
設
勤
務
者
・
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
e-learning 

system
 の
構
築
、（
2）
H
B ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
・
感
染
状
況
に
関
す
る
調
査
、（
3）
急
性
肝
炎
の

発
生
状
況
に
す
る
正
確
な
状
況
把
握
の
検
討
、
の
３
項
目
に
関
し
て
検
討
を
行
っ
た
。
３
年
間
の
成
果

は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
1）
2018

年
度
か
ら
2019

年
度
に
か
け
て
e-learning system

 を
作
成
し
た
。
一
般
生
活
者
・

保
育
施
設
対
象
者
に
対
す
る
資
材
を
用
い
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
新

た
な
e-learning system

の
作
成
を
2020

年
度
に
行
っ
た
。
作
成
し
た
４
種
類
の
e-learning 

system（
基
本
編
・
日
常
生
活
版
・
保
育
施
設
版
・
高
齢
者
施
設
版
）を
今
後
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
2）
①
医
療
従
事
者
に
対
す
る
H
B ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
H
BV へ

の
感
染
状
況
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加

接
種
の
効
果
を
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
名
古
屋
市
立
大
学
付
属

病
院
・
佐
賀
大
学
・
国
立
病
院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
て
調
査
を
行
っ

た
。
H
Bs抗

体
価
が
半
数
の
医
療
従
事
者
で
30m

IU/m
L
に
低
下
す
る
ま
で
の
期
間
は
中
央
値
で
7.56

年
で
あ
っ
た
。
②
愛
知
県
に
お
い
て
エ
コ
チ
ル
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
小
学
生
（
8
歳
児
）
を
対
象
に

H
BV へ

の
感
染
状
況
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
を
追
加
調
査
し
た
。
任
意
接
種
が
４
分
の
１
に
行
わ
れ
て

お
り
、
H
BV
の
感
染
予
防
効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
③
日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋
病
院
・
神

戸
こ
ど
も
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
・
つ
く
ば
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
救
急
外
来
を
受
診
し
た
1
～
3 歳

の
小
児
を
対
象
に
H
BV
の
感
染
率
、
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
率
・
抗
体
持
続
率
の
検
討
を
開
始
し
、
解

析
を
行
っ
た
。
定
期
接
種
の
導
入
に
よ
り
H
Bc
抗
体
陽
性
児
は
1.07％

か
ら
0.45%

に
低
下
し
た
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
H
Bs抗

体
獲
得
率
は
１
歳
児
で
は
97％

で
あ
る
も
の
の
加
齢
と
と
も

に
低
下
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

（
3）
①
感
染
症
法
に
基
に
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
で
届
け
出
さ
れ
た
急
性
肝
炎
症
例
に
つ
い

て
解
析
し
た
。
急
性
肝
炎
の
報
告
は
施
設
に
よ
る
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
②
医
療
経
済
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
か
ら
、
B
型
急
性
肝
炎
の
実
績
症
例
を
抽
出
し
、
2015 年

度
～
2018 年

度
に
関
す
る
発

生
状
況
の
検
討
を
再
度
行
い
、
結
果
の
解
析
を
行
っ
た
。
B
型
急
性
肝
炎
の
年
間
発
生
数
は
約
500

例
と
推
計
さ
れ
た

研
究
要
旨
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D
．
考
察

（
1）
e-learning に

関
し
て
は
保
育
施
設
に
お
け
る

認
知
度
調
査
か
ら
認
知
度
の
不
足
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
、
従
来
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ

た
e-learning

だ
け
で
は
効
果
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
た
め
、
問
題
点
（
経
口
感
染
す
る
ウ
イ

ル
ス
（
H
A
V
, H
EV
）
に
対
す
る
啓
発
が
な
い
こ
と
、

e-learning の
学
習
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の
問
題
が
少

な
い
こ
と
）
を
改
良
し
た
新
し
い
e-learning

を
作
成

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
実
際
の
展
開
、
検
証
は

今
後
の
課
題
に
な
っ
た
。

（
2）
成
人
の
H
B ワ

ク
チ
ン
に
関
し
て
は
ワ
ク
チ
ン

無
効
例
へ
の
対
策
、
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
の
必
要
性
の
有

無
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
今
回
の
研
究
で
は
H
Bs抗

体
価
が
半
数
の
医
療
従
事
者
で
30m
IU
/m
L
に
低
下
す

る
ま
で
の
期
間
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
さ
ら
に
症

例
を
増
や
し
て
の
解
析
、
前
向
き
検
討
を
入
れ
て
の
解

析
が
望
ま
し
い
。

小
児
に
関
す
る
定
期
接
種
の
効
果
が
救
急
外
来
の
受

診
者
を
中
心
に
検
討
さ
れ
、
H
Bc
抗
体
陽
性
例
が
半

数
未
満
に
低
下
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
他
方

H
Bs抗

体
の
陰
性
化
が
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
増
え
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
検
討
で
は
H
Bs抗

原
陽
性
か
ど
う
か
は
サ
ン
プ
ル
量
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り

検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
そ
う
し
た
検
討
も
行
い
、

現
在
の
定
期
接
種
の
改
良
点
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

エ
コ
チ
ル
調
査
の
結
果
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し

た
8
歳
児
で
の
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
72.4%

で
あ
り
、

集
団
免
疫
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
数
値
で
あ
っ
た
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
て
い
な
い
者
と
比
べ
る
と
H
Bs抗

原
、
H
Bc抗

体
の
陽
性
率
は
い
ず
れ
も
低
値
で
あ
り
、
0

歳
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
意
義
の
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

（
3）
B
型
肝
炎
・
C
型
肝
炎
は
と
も
に
5
類
の
全
数

届
出
感
染
症
で
あ
る
が
、
届
出
率
は
低
い
。
2
つ
の
検
討

か
ら
は
報
告
率
は
40％

程
度
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、

そ
の
理
由
に
医
療
機
関
の
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
た
。
今
後
報
告
率
を
改
善
さ
せ
る
た
め
の
対
策
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る

。

E．
結
論

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
研
究
を

行
い
、
問
題
点
の
抽
出
を
行
っ
た
。

F．
健
康
危
険
情
報

特
記
す
べ
き
こ
と
な
し
。

G
．
研
究
発
表

1．
論
文
発
表

各
研
究
者
の
項
参
照

2．
学
会
発
表

各
研
究
者
の
項
参
照

H
. 知
的
所
有
権
の
取
得
状
況
（
予
定
を
含
む
）

１
．
特
許
取
得

各
研
究
者
の
項
参
照

２
．
実
用
新
案
登
録

各
研
究
者
の
項
参
照

３
．
そ
の
他

各
研
究
者
の
項
参
照

感
染
状
況
に
関
す
る
調
査
、（
3）
急
性
肝
炎
の
発
生
状

況
に
す
る
正
確
な
状
況
把
握
の
検
討
、
の
3
項
目
を
目

標
に
置
い
た
。

B
. 研
究
方
法

前
述
の
通
り
研
究
班
の
目
標
と
し
て
（
1）
一
般
生
活

者
・
保
育
施
設
勤
務
者
・
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た

e-learning system
 の
構
築
、（
2）
H
B ワ

ク
チ
ン
の

接
種
状
況
・
感
染
状
況
に
関
す
る
調
査
、（
3）
急
性
肝

炎
の
発
生
状
況
に
す
る
正
確
な
状
況
把
握
の
検
討
、
を

掲
げ
た
。

C
. 研
究
結
果

（
1
）
一
般
生
活
者
・
保
育
施
設
勤
務
者
・
医
療
従
事
者

を
対
象
と
し
た
e-learning system

の
構
築

（
四
柳
・
江
口
・
八
橋
・
森
屋
・
高
野
・
米
澤
協
力
者
）

保
育
施
設
勤
務
者
に
お
い
て
肝
炎
の
特
徴
・
感
染
経

路
な
ど
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ

れ
を
も
と
に
e-learning

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
が
、

理
解
度
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
入

り
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
た
。

（
2
）
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
・
感
染
状
況
に
関
す

る
調
査

①
医
療
従
事
者
に
対
す
る
H
B
 ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
H
B
V
 へ

の
感
染
状
況
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
の
効
果
を
検
証
す
る
シ

ス
テ
ム
の
確
立
（
細
野
・
田
中
靖
人
・
江
口
・
磯
田
協
力
者
・

田
中
聡
司
協
力
者
）

細
野
研
究
分
担
者
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
デ
ー
タ
お

よ
び
H
BV
 感
染
予
防
状
況
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し

た
。
シ
ス
テ
ム
が
き
ち
ん
と
機
能
す
る
こ
と
を
名
古
屋

市
立
大
学
附
属
病
院
の
職
員
で
検
証
し
た
後
に
、
名
古

屋
市
立
大
学
附
属
病
院
、
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、

国
立
病
院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
療
従
事
者
を

登
録
し
、
調
査
を
行
っ
た
。
H
Bs抗

体
価
が
半
数
の
医

療
従
事
者
で
30m
IU
/m
L
に
低
下
す
る
ま
で
の
期
間
は

中
央
値
で
7.56
年
で
あ
っ
た
。

②
エ
コ
チ
ル
調
査
を
用
い
た
小
児
で
の
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
効

果
の
検
討
（
田
中
靖
人
）

エ
コ
チ
ル
調
査
・
愛
知
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
登
録

さ
れ
た
8
歳
学
童
期
調
査
お
よ
び
8
歳
詳
細
調
査
の
参

加
者
を
対
象
と
し
、
保
護
者
の
同
意
を
得
て
採
血
を
実

施
し
、
H
Bs抗

原
量
、
H
Bs抗

体
価
、
H
Bc抗

体
価
を

測
定
し
、
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
と
そ
れ
以
外
で
の
解
析

を
行
っ
た
。

H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
例
は
全
体
の
26.4%

で
あ
り
、
こ

の
群
に
お
け
る
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
72.4%

で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
群
で
は
H
Bs抗

原
陽
性
例
は
な
く
、
H
Bc抗

体
も
低
力
価
陽
性
例
を
0.7%

に
認
め
た
の
み
で
あ
っ
た
。

一
方
H
B
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
例
で
は
H
B
キ
ャ
リ
ア
を

0.3%
に
認
め
た
ほ
か
、
H
Bc抗

体
陽
性
例
を
2%
に
認
め

た
。

③
救
急
外
来
を
受
診
し
た
小
児
患
者
を
対
象
に
し
た
H
B
マ
ー

カ
ー
の
検
討
（
森
岡
・
酒
井
・
高
野
）

日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋
病
院
・
神
戸
こ
ど
も
初

期
急
病
セ
ン
タ
ー
・
つ
く
ば
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
3

施
設
で
、
母
子
手
帳
情
報
に
基
づ
く
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ

ン
接
種
歴
の
確
認
で
き
る
1
～
3
歳
の
小
児
を
対
象
に

B 型
肝
炎
（
H
BV
）
の
感
染
率
、
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
率
・
抗
体
持
続
率
の
検
討
を
開
始
し
、
解
析
を
行
っ
た
。

定
期
接
種
の
導
入
に
よ
り
H
Bc抗

体
陽
性
児
は
1.07％

か
ら
0.45%

に
低
下
し
た
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

る
H
Bs抗

体
獲
得
率
は
1
歳
児
で
は
97％

で
あ
る
も
の

の
加
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

（
3
）
急
性
肝
炎
の
発
生
状
況
に
す
る
正
確
な
状
況
把
握

の
検
討

①
感
染
症
法
に
基
に
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
で
届
け
出

さ
れ
た
急
性
肝
炎
症
例
の
解
析
（
相
崎
）

A
型
・
B
型
・
C
型
急
性
肝
炎
の
届
け
出
デ
ー
タ
を

網
羅
的
に
解
析
し
、
届
け
出
率
の
低
い
理
由
に
つ
い
て

解
析
し
た
。
肝
炎
の
症
例
の
報
告
は
施
設
に
よ
る
偏
り

が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

②
医
療
保
険
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
に
よ
る
B
型
急
性
肝
炎
症

例
数
の
推
計
（
田
倉
）

日
本
人
の
被
保
険
者
の
6％
強
を
カ
バ
ー
す
る
健
康
保

険
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
B
型
急
性
肝
炎
の
実
績
症
例

を
抽
出
し
、
2015

年
度
～
2018

年
度
に
関
す
る
発
生

状
況
の
検
討
を
再
度
行
い
、
結
果
の
解
析
を
行
っ
た
。
B

型
急
性
肝
炎
の
年
間
発
生
数
は
約
500
例
と
推
計
さ
れ

た
。C
型
肝
炎
の
家
族
内
感
染
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、

Ｃ
型
肝
炎
受
療
群
の
同
居
の
サ
ン
プ
ル
数
は
、
患
者
ベ
ー

ス
で
74
人
（
全
体
4,608

人
、
1.61%

）、
世
帯
ベ
ー
ス

で
37
件
（
全
体
4,571

件
）
と
な
っ
た
。
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5

平
成
3
0
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度
－
令
和
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厚
生
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働
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政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

A
. 研
究
目
的

本
研
究
班
の
代
表
者
が
2012

年
度
か
ら
2014

年
度

ま
で
主
任
研
究
者
を
務
め
た
“
集
団
生
活
の
場
に
お
け

る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
の

た
め
の
研
究
班
”
で
は
一
般
生
活
者
・
保
育
関
係
者
・

高
齢
者
施
設
関
係
者
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
厚
生
労
働
省
・

肝
炎
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、

実
際
の
利
用
状
況
や
利
用
者
の
知
識
の
取
得
状
況
な
ど

は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
本
研
究
で
は
、
利
用
者

が
学
び
や
す
い
環
境
を
構
築
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
学
び
や
す
い

e-learning
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム

の
利
用
状
況
や
利
用
者
の
知
識
習
得
度
に
関
す
る
情
報

を
収
集
・
解
析
し
、
課
題
の
解
決
を
図
る
な
ど
、
対
象

者
の
知
識
取
得
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

2018
年
度
は
「
一
般
生
活
者
」「
高
齢
者
施
設
関
係
者
」

「
保
育
施
設
関
係
者
（
高
野
分
担
研
究
員
）」
に
対
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
2019

年
度
は
「
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
経
路
」
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
、
学
習

す
る
た
め
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ス
ラ
イ
ド
お
よ
び
音
声

ガ
イ
ド
か
ら
な
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
。

班
員
の
施
設
で
の
試
験
運
用
や
班
会
議
で
の
検
討
に

お
い
て
、
重
要
な
知
識
を
重
点
的
に
印
象
付
け
、
そ
の

知
識
習
得
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
や
、
一
部
で
は
更
に

高
い
レ
ベ
ル
の
内
容
に
つ
い
て
も
作
成
す
る
よ
う
に
要

望
が
挙
げ
ら
れ
た
た
め
、
改
善
を
行
っ
た
。

B
. 研
究
方
法

2018
年
に
は
高
野
研
究
分
担
者
が
保
育
施
設
に
お
け

る
認
識
度
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
後
前
述
の
動
画
コ
ン

テ
ン
ツ
の
作
成
を
2019

年
度
に
か
け
て
行
っ
た
（
別
添

図
１
）。
ま
た
、
2018

年
度
は
「
一
般
生
活
者
」「
高
齢

者
施
設
関
係
者
」「
保
育
施
設
関
係
者
（
高
野
分
担
研
究

員
）」
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
2019

年
度

は
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
」
に
関
す
る
知
識
に

つ
い
て
、
学
習
す
る
た
め
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ス
ラ
イ

ド
お
よ
び
音
声
ガ
イ
ド
か
ら
な
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
成
し
た
。

2020
年
度
は
班
員
（
四
柳
宏
研
究
代
表
者
、
米
沢
敦

子
分
担
研
究
員
、
磯
田
広
史
研
究
協
力
者
）
と
協
力
し
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
「
日
常
生
活
の
場
で

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
伝
播
を
防
止
す
る
」
た
め
の
知
識

を
教
示
す
る
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
た
。
次
に
、専
門
医（
研

究
代
表
者
四
柳
宏
）が
語
り
手
と
し
て
解
説
し
、患
者（
研

究
分
担
者
米
澤
敦
子
）
が
聞
き
手
と
し
て
適
宜
質
問
や

感
想
を
伝
え
る
対
話
形
式
で
動
画
を
収
録
し
た
。

【
収
録
内
容
】

感
染
性
に
つ
い
て
は
、感
染
性
の
「
あ
る
行
為
」
と
「
な

い
行
為
」
を
明
確
に
区
別
し
、
日
常
生
活
の
場
で
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
と
共
同
生
活
を
行
っ
て
も
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
は
感
染
し
に
く
い
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
。
解
説

の
中
で
は
、
飛
沫
感
染
や
接
触
感
染
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
違
い
を
明
確
に
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
一
般
生
活
の
な
か
で
差
別
・
偏
見
に
晒
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
一
方
で
、
医
療
器
具

や
か
み
そ
り
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ピ
ア
ッ
サ
ー
な
ど
の
共
有

な
ど
は
リ
ス
ク
行
為
で
あ
り
、
血
液
や
体
液
が
付
着
し

た
衣
類
や
場
所
を
拭
き
取
っ
た
布
類
等
は
、
塩
素
系
あ

る
い
は
非
塩
素
系
消
毒
剤
を
用
い
て
の
消
毒
が
必
要
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
感
染
防
御
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

に
限
ら
ず
、
全
て
の
方
に
お
け
る
血
液
、
体
液
、
分
泌

物
、
嘔
吐
物
、
排
泄
物
、
創
傷
皮
膚
、
粘
膜
な
ど
を
感

染
の
危
険
性
が
あ
る
と
し
て
取
り
扱
う
（
標
準
予
防
策
：

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
）
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
も
対
話
形
式
の
中
で
強
調
す
る
こ
と
と
し
た
。

B
型
肝
炎
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
高
リ
ス
ク
者
に
は
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推
奨

さ
れ
る
こ
と
も
改
め
て
教
示
し
た
。
具
体
的
に
は
B
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
の
家
族
や
、
血
液
を
扱
う
可

能
性
の
あ
る
職
種
（
医
療
従
事
者
、
消
防
士
や
救
急
救

命
士
、警
察
官
な
ど
）
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
2016

年
10
月
1
日
か
ら
は
全
て
の
0
歳
児
に
対

す
る
H
B
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
盛
り
込
ん
だ
。

C
. 研
究
結
果

1
　
保
育
施
設
従
事
者
に
お
け
る
認
知
の
実
態

2018
年
に
高
野
研
究
分
担
者
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
（
別
添
表
1
～
5）
に
示
す
。

（
1）回

答
1405

名
の
職
種
は
施
設
長
215
名（
15％
）、

保
育
士
1022

名
（
73％

）、
看
護
師
64
名
（
5％
）、
事

務
職
30
名
（
2％
）、
そ
の
他
（
調
理
師
、
栄
養
士
、
保

育
補
助
な
ど
）
74
名
（
5％
）
で
あ
っ
た
。
施
設
規
模
（
園

児
数
）
別
の
回
答
数
は
、
園
児
1
～
20
人
施
設
361
名
、

（
1）
一
般
生
活
者
・
保
育
施
設
勤
務
者
・
医
療
従
事
者
を

対
象
と
し
た
e-learning system

 の
構
築

 
 

 

　
　
　
　
研
究
分
担
者
 江
口
有
一
郎
 ロ
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
総
合
研
究
所
 所
長

 
 

 
 

 
  （
佐
賀
大
学
医
学
部
客
員
研
究
員
）

 
 

 
八
橋
　
 弘
 
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
 副
院
長

 
 

 
森
屋
 恭
爾
 
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
 教
授

 
 

 
高
野
 智
子
 
大
阪
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
 部
長

 
 

 
四
柳
　
 宏
 
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
先
端
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

 
 

 
 

 
感
染
症
分
野
 教
授

 　
　
　
　
研
究
協
力
者
 磯
田
 弘
史
 
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
肝
疾
患
セ
ン
タ
ー
 助
教

 
 

 
米
澤
 敦
子
 
東
京
肝
臓
友
の
会

 
 【
背
景
】
厚
生
労
働
省
研
究
班
で
作
成
し
た
感
染
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
一
般
生
活
者
向
け
・
保
育

施
設
勤
務
者
向
け
・
老
人
保
健
施
設
勤
務
者
向
け
）
等
を
基
に
、
医
療
従
事
者
や
一
般
の
方
々
な
ど
が

学
び
や
す
い
環
境
を
構
築
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
2018

年
度
は
「
一
般
生
活
者
」「
高
齢
者
施
設
関
係
者
」「
保
育
施
設
関
係
者
（
高

野
分
担
研
究
員
）」
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
2019

年
度
は
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経

路
」
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
、
学
習
す
る
た
め
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ス
ラ
イ
ド
お
よ
び
音
声
ガ
イ
ド

か
ら
な
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
。
班
員
の
施
設
で
の
試
験
運
用
や
班
会
議
で
の
検
討
に
お
い

て
、
重
要
な
知
識
を
重
点
的
に
印
象
付
け
、
そ
の
知
識
習
得
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
や
、
一
部
で
は
更

に
高
い
レ
ベ
ル
の
内
容
に
つ
い
て
も
作
成
す
る
よ
う
に
要
望
が
挙
げ
ら
れ
た
。【
方
法
】
2018

年
に
は

高
野
研
究
分
担
者
が
保
育
施
設
に
お
け
る
認
識
度
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
後
前
述
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

の
作
成
を
2019

年
度
に
か
け
て
行
っ
た
。
2020

年
度
は
「
日
常
生
活
の
場
で
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

伝
播
を
防
止
す
る
た
め
の
知
識
」
に
つ
い
て
、
専
門
医
（
研
究
代
表
者
四
柳
宏
）
が
語
り
手
と
し
て
ス

ラ
イ
ド
を
教
示
し
な
が
ら
解
説
し
、
患
者
（
研
究
分
担
者
米
澤
敦
子
）
が
聞
き
手
と
し
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
や
間
違
い
や
す
い
点
を
対
話
形
式
で
確
認
す
る
形
式
を
と
っ
た
。
ま
た
、
巻
末
に
知
識
の
取
得
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
解
説
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
全
体
を
1
本
の
動
画
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
た
。【
結
果
】
2018

年
の
調
査
か
ら
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
認
知
度
は
約
2 割
で
、
B 型

肝
炎
が
血
液
か
ら
感
染
す
る
こ
と
の
理
解
は
約
6 割
、
体
液
か
ら
感
染
や
す
い
こ
と
の
理
解
は
約
2 割
、

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
こ
と
の
理
解
は
約
6 割
で
あ
っ
た
。
感
染
対
策
に
関
し
て
は
、
傷
の
手
当
て
・

軟
膏
塗
布
な
ど
の
血
に
触
れ
る
可
能
性
の
あ
る
処
置
に
お
け
る
手
袋
の
使
用
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

e-learning
に
関
し
て
は
約
11
分
で
日
常
生
活
の
場
で
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の
新
た
な
感
染
を
防
止

す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
習
で
き
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
。【
結
語
】
対
談
形
式
に
よ
る
動

画
を
作
成
し
た
。
今
後
こ
れ
を
も
と
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

研
究
要
旨
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平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
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進
調
査
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業
費
（
肝
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克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

21
～
90
名
施
設
399
名
、
91
名
以
上
施
設
643
名
で

あ
っ
た
（
表
2）。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
知
っ
て
い
る
の
は

258
名
（
18％

）、
知
ら
な
い
が
755
名
（
54％

）、
わ
か

ら
な
い
が
392
名
（
28％
）
で
あ
っ
た
。

（
2）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
認
知
度
は
職
種
別
で
は
看
護
師

の
44％
、施
設
長
の
27％
が
比
較
的
高
か
っ
た
（
表
2）。

一
方
、
現
場
で
一
番
子
ど
も
と
接
触
す
る
保
育
士
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
認
知
度
は
15％

と
低
か
っ
た
。
ま
た
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
認
知
度
と
施
設
規
模
、
病
後
児
保
育
の

有
無
、
看
護
師
勤
務
の
有
無
と
に
は
有
意
な
関
連
が
な

か
っ
た
。

（
3）
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
知
識
に
関
し
て
、
血
液
感

染
す
る
肝
炎
が
Ｂ
型
肝
炎
と
Ｃ
型
肝
炎
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
の
は
27％

、
体
液
か
ら
も
感
染
す
る
肝
炎

が
Ｂ
型
肝
炎
で
あ
る
と
知
っ
て
い
る
の
は
13％

、
ワ
ク

チ
ン
で
予
防
で
き
る
肝
炎
が
Ａ
型
肝
炎
と
Ｂ
型
肝
炎
で

あ
る
と
知
っ
て
い
る
の
は
8％
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
感

染
予
防
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
効
果
が
な
い
と
わ
か
っ

て
い
る
の
は
42％

で
あ
っ
た
（
表
3）。

ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
に
関
す
る
知
識
の
各
質
問
に
お
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
認
知
群
が
非
認
知
群
に
比
べ
有
意
に
正
解
率
が
高

か
っ
た
（
各
p<0.001）。

（
4）
保
育
に
お
け
る
感
染
予
防
の
実
践
に
つ
い
て
は
、

「
タ
オ
ル
の
共
有
を
し
な
い
」「
布
団
の
共
有
を
し
な
い
」

は
各
96％

、
88％

で
あ
っ
た
（
表
4）。

一
方
、
処
置
に

お
け
る
手
袋
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
排
便
時
の
お
む
つ

替
え
に
つ
い
て
は
81％

で
必
ず
手
袋
の
着
用
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
傷
の
手
当
て
を
す
る
と
き
に
必
ず
手
袋
を

着
用
す
る
の
は
17％

、
軟
膏
を
塗
布
す
る
と
き
は
39％

と
低
か
っ
た
。
各
処
置
時
に
手
袋
を
必
ず
着
用
す
る
こ

と
と
タ
オ
ル
を
共
有
し
な
い
こ
と
に
関
し
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
認
知
群
は
非
認
知
群
に
比
べ
有
意
に
高
か
っ
た
（
各

ｐ
＜
0.001）。

（
5）「

入
園
時
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
確
認
し
て
い
る
」

に
つ
い
て
は
保
育
施
設
勤
務
者
の
75％

が
必
ず
確
認
を

行
っ
て
い
た
（
表
5）。

確
認
を
行
っ
た
者
の
う
ち
の

約
半
数
が
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
漏
れ
に
気
が
付
い
た
場
合

に
接
種
の
勧
奨
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
保

育
施
設
勤
務
者
自
身
の
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

は
10％

と
低
か
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
質
問

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
認
知
群
で
非
認

知
群
に
比
べ
有
意
に
そ
の
頻
度
は
高
か
っ
た
（
各
ｐ
＜

0.001）。

２
　
e-learning

コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

当
初
作
成
し
た
e-learning

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
次
に

示
す
（
図
１
：
本
編
、
図
２
：
確
認
テ
ス
ト
）。

約
11
分
で
日
常
生
活
の
場
で
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の

新
た
な
感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
習
で

き
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
た
。

2021
年
1
月
に
開
催
し
た
班
会
議
で
公
開
し
た
と
こ

ろ
、
班
員
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
か
ら
は
「
大
変

わ
か
り
や
す
い
。
印
象
に
残
り
に
く
い
知
識
も
対
話
形

式
で
示
さ
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
。
約
11
分
だ
と
や
や
長

い
の
で
、
分
割
し
た
動
画
も
作
成
し
て
も
ら
う
と
手
軽

に
活
用
し
や
す
い
」
と
い
っ
た
評
価
が
得
ら
れ
た
。

図
１
 基
本
編

 

図
2
 一
般
生
活
者
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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成
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D
．
考
察

１
　
保
育
施
設
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
し
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
認
知
群
が
非
認
知
群
に
比
べ
、
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
の
知
識
が
あ
り
、
感
染
予
防
の
実
践
に

つ
い
て
も
好
ま
し
い
方
法
を
と
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
認
知
は
血
液
感
染
予
防
に
一
定

の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
の
感
染
予
防
を
中
心
と
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

認
知
度
は
18％

と
低
か
っ
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
、

利
用
を
図
る
た
め
に
、
保
育
士
集
団
へ
の
働
き
か
け
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
予
防
の
実
践
に
関
し
て
は

個
人
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
体
制
の
整
備
、
指
導
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

図
3
 保
育
施
設
勤
務
者
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 

図
4
 高
齢
者
施
設
勤
務
者
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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6
1

平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

回
答
の
あ
っ
た
保
育
施
設
勤
務
者
の
75％

は
、
園
児

が
入
園
す
る
際
に
そ
の
園
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
必
ず

確
認
し
て
お
り
、
必
ず
確
認
を
行
う
保
育
施
設
勤
務
者

の
半
数
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
漏
れ
に
対
し
て
接
種
を
勧
奨

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
向
上
の
た
め
に
は
、
医
療
者
の
み
で

な
く
、
保
育
士
や
保
健
師
な
ど
か
ら
の
接
種
勧
奨
が
非

常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、
保
育
施
設
勤
務

者
自
身
の
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
非
常
に
低
い
。

保
育
施
設
勤
務
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
上
昇
の
た
め
に

は
、
保
育
施
設
勤
務
者
に
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
必
要

性
と
有
効
性
を
学
習
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
現
在
進
行
中
の
e-learning

を
活
用
す
る
よ
う

に
促
す
こ
と
や
、
保
育
施
設
や
地
域
で
の
研
修
会
を
開

く
な
ど
の
啓
発
活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
公
費
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
制
度
の
確
立

が
望
ま
れ
る
。

2
　
e-learning

に
関
し
て

現
在
は
W
eb
シ
ス
テ
ム
へ
掲
載
す
る
準
備
を
進
め
て

お
り
、
保
育
施
設
・
高
齢
者
施
設
で
の
感
染
予
防
に
つ

い
て
も
同
様
の
対
談
形
式
で
学
習
で
き
る
動
画
を
順
次

作
成
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
者
の
知
識

習
得
状
況
等
の
解
析
結
果
に
応
じ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡

充
や
修
正
を
図
り
つ
つ
、
要
望
が
多
い
情
報
に
つ
い
て

は
更
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
を
進
め
た
い
。

E．
結
論

保
育
施
設
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
も
参
考
に

し
つ
つ
、
施
行
版
を
経
て
「
日
常
生
活
の
場
で
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
の
伝
播
を
防
止
す
る
た
め
」
の
知
識
に
関
す

る
対
談
形
式
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
。

F. 健
康
危
険
情
報

な
し

G
. 研
究
発
表

1
. 論
文
発
表

1） 髙
野
智
子
、
田
尻
仁
、
酒
井
愛
子
、
田
中
敏
博
、
森

岡
一
朗
、
四
柳
宏
：
保
育
施
設
勤
務
者
の
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
認
知
度
と
感
染
予
防

の
実
態
調
査
（
日
本
小
児
科
学
会
誌
投
稿
中
）

2
. 学
会
発
表

1） 高
野
智
子
、
田
尻
仁
、
小
垣
滋
豊
、
酒
井
愛
子
、

森
岡
一
朗
、
田
中
敏
博
：
保
育
施
設
勤
務
者
に
お

け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

認
知
度
調
査
：
第
123
回
日
本
小
児
科
学
会
総
会

（
2020/8W

eb）
2） 高

野
智
子
、
田
尻
仁
：
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
登
録
デ
ー

タ
か
ら
見
た
小
児
期
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
診
療
と
移
行

期
医
療
の
実
態
：
第
56
回
日
本
肝
臓
学
会
総
会

（
2020/8

大
阪
）

H
. 知
的
所
有
権
の
取
得
状
況
（
予
定
を
含
む
）

１
．
特
許
取
得

該
当
な
し

２
．
実
用
新
案
登
録

該
当
な
し

３
．
そ
の
他

該
当
な
し

別
添
表
1
　
保
育
施
設
勤
務
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

別
添
表
２

別
添
表
３
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平
成
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年
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－
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A
. 研
究
目
的

日
本
環
境
感
染
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
B
型

肝
炎
 (H
B) ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
一
旦
H
Bs抗

体
価
が

陽
性
（
10 m

IU
/m
L
以
上
）
と
判
定
さ
れ
た
場
合
の
追

加
接
種
は
必
要
な
い
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
H
Bs抗

体
価
が
低
下
し
た
場
合
に
、
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
 (H
BV
) 

感
染
の
報
告
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
班
は
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
ハ
イ
リ
ス
ク
集
団
で
あ
る
医
療
従

事
者
や
病
院
勤
務
者
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
H
B
ワ
ク
チ
ン
追
加

接
種
の
是
非
を
検
討
す
る
た
め
、
基
盤
と
な
る
全
国
規

模
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
。

(2) H
B
 ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
・
感
染
状
況
に
関
す
る
調
査

①
病
院
勤
務
者
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の

全
国
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
状
況
の

実
態
調
査
医
療
従
事
者
に
対
す
る
H
B ワ

ク
チ
ン
接
種
後
の
H
BV
 へ
の

感
染
状
況
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

研
究
分
担
者
　
細
野
 覚
代
　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
社
会
と
健
康
研
究
セ
ン
タ
ー
検
診
研
究
部
 室
長

 
田
中
 靖
人
　
熊
本
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
部
 教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

本
研
究
班
の
課
題
と
し
て
、
成
人
に
お
け
る
H
B
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
の
効
果
を
検
討
す
る
た
め
に
、

病
院
勤
務
者
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
デ
ー
タ
と
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、
研
究

基
盤
と
な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
研
究
と
し
て
、
2004

年
以
降
に
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
勤
務
者
を
対
象
と
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
作
成
を
行
っ
た
。
連
結
可
能
匿
名
化
し
た
845

名
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
初
回
H
B
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
H
Bs抗

体
価
の
経
年
変
化
を
検
討
し
た
。
初
回
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
3.69

年
で
50%

の
対
象
者
の
H
Bs抗

体
価
は
30m

IU/m
l未
満
に
低
下
し
た
。
男
女
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
年
齢
が
20-24

歳
の
群
に
比
べ
て
、
25‒29

歳
・
30‒49

歳
の
群
で
は
H
Bs抗

体
価
は

保
た
れ
る
一
方
、
50
歳
以
上
の
群
で
は
H
Bs抗

体
価
は
速
や
か
に
低
下
し
た
（
log-rank test, P = 

0.0093）。
ま
た
、
医
師
・
歯
科
医
師
と
比
較
し
て
、
看
護
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
そ
の
他
の
医
療
職

の
H
Bs抗

体
価
は
速
や
か
に
低
下
し
た
（
log-rank test, P = 0.0795）

こ
の
経
験
を
基
に
、
他
の

共
同
研
究
機
関
の
デ
ー
タ
も
収
集
し
て
全
国
規
模
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

今
後
は
、
成
人
に
お
け
る
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
検
討
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
高
リ
ス
ク
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
H
B
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

の
是
非
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。ま
た
、本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
他
研
究
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
う
。

全
国
多
施
設
共
同
研
究
に
よ
り
医
療
関
係
者
を
対
象
と
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
デ
ー
タ
お
よ
び

H
BV
感
染
予
防
状
況
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
の
職
員
検
診
デ
ー
タ
を
事

前
に
調
査
し
、
直
近
の
職
員
検
診
あ
る
い
は
過
去
2
回
の
検
診
で
1
回
は
H
Bs抗

体
価
が
30 m

IU/
m
L
未
満
と
な
っ
た
者
を
対
象
と
し
た
。
書
面
上
で
同
意
を
得
た
上
で
採
血
を
実
施
し
、
H
Bs抗

原
量
、

H
Bs抗

体
価
、H
Bc
抗
体
価
を
測
定
し
た
。
64
人
の
採
血
・
検
査
を
実
施
し
、H
Bs抗

体
陽
性
者
33
人
、

陰
性
31
人
で
あ
っ
た
。
H
Bs抗

体
価
が
10 m

IU/m
L
未
満
の
陰
性
者
お
よ
び
10
～
30 m

IU/m
L

未
満
の
陽
性
者
に
は
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
を
勧
め
、
H
Bc
抗
体
陽
性
者
（
4
人
）
に
は
H
BV
再

活
性
化
へ
の
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

研
究
要
旨

別
添
表
4

別
添
表
5
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4

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
防
止
  －
残
さ
れ
た
課
題
・
今
後
の
対
策
－

6
5

平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

2
. 他
の
共
同
研
究
機
関
と
の
連
携

共
同
研
究
機
関
で
あ
る
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、

大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
、
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
を

と
り
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
作
成
や
倫
理
審
査
申
請
準
備
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。
ま
た
、
提
供
さ
れ
た
デ
ー

タ
セ
ッ
ト
と
名
市
大
病
院
デ
ー
タ
と
統
合
し
、
統
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

3
. 名
古
屋
市
立
大
学
病
院
職
員
に
お
け
る
H
B
マ
ー

カ
ー
の
測
定

職
員
検
診
デ
ー
タ
よ
り
、
2015

年
以
降
に
実
施
の
検

診
を
受
診
し
た
1068

人
の
う
ち
、
2019

年
時
点
に
在
職

中
で
直
近
の
職
員
検
診
ま
た
は
過
去
2
回
の
検
診
で
1

回
以
上
H
Bs抗

体
価
が
30 m

IU
/m
L
未
満
と
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
者
121
人
を
対
象
と
し
て
、
検
査
に
同
意

し
た
64
人
の
採
血
・
検
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

H
Bs抗

体
陽
性
者
は
33
人
（
30 m

IU
/m
L
以
上
11

人
、
10
以
上
30 m

IU
/m
L
未
満
22
人
）、
陰
性
（
10 

m
IU
/m
L
未
満
）
は
31
人
で
あ
っ
た
。
H
Bc
抗
体
陽

性
者
が
4
人
、1.0 C.O

.I.未
満
の
要
観
察
が
1
人
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
H
Bs抗

原
陽
性
者
が
1
人
認
め
ら
れ
た
が
、

垂
直
感
染
に
よ
る
H
BV
キ
ャ
リ
ア
で
あ
っ
た
。

今
年
度
は
、
前
年
度
に
構
築
し
た
名
古
屋
市
立
大
学

病
院
勤
務
者
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
用
い
て
、
H
B
ワ
ク
チ

ン
の
長
期
効
果
を
検
討
し
た
。
ま
た
、
共
同
研
究
機
関

と
協
力
し
、
全
国
規
模
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

B
. 研
究
方
法

1
. 病
院
勤
務
者
に
お
け
る
H
B
ワ
ク
チ
ン
効
果
の
検
討

前
年
度
名
古
屋
市
立
大
学
の
研
究
倫
理
審
査
委
員
会

の
承
認
を
得
て
、
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
勤
務
者
の
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
デ
ー
タ
と
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
デ
ー

タ
を
統
合
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。

今
年
度
は
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
勤
務
者
デ
ー
タ
を

用
い
て
解
析
を
行
っ
た
。
解
析
対
象
は
、
2004

年
以
降

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
20
歳
以
上
の
名
古

屋
市
立
大
学
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
、
2006

年
以
降
の

H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
デ
ー
タ
と
リ
ン
ケ
ー
ジ
で
き
た
845

名
・
4700

レ
コ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

初
回
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
日
か
ら
、
H
Bs抗

体
価
30m
IU
/m
l未
満
と
な
っ
た
期
間
を
調
べ
、
カ
プ
ラ

ン
マ
イ
ヤ
ー
法
を
用
い
て
解
析
し
た
。
多
変
量
解
析
は

コ
ッ
ク
ス
比
例
ハ
ザ
ー
ド
モ
デ
ル
を
用
い
、
性
別
・
ワ

ク
チ
ン
接
種
年
齢
・
職
種
で
調
整
し
た
。

2
. 他
の
共
同
研
究
機
関
と
の
連
携

名
古
屋
市
立
大
学
病
院
勤
務
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作

成
の
経
験
を
基
に
、
他
の
共
同
研
究
機
関
の
デ
ー
タ
セ
ッ

ト
作
成
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

3
. 名
古
屋
市
立
大
学
病
院
職
員
に
お
け
る
H
B
マ
ー

カ
ー
の
測
定

名
古
屋
市
立
大
学
病
院
職
員
の
う
ち
、
直
接
患
者
と

接
す
る
機
会
の
多
い
看
護
部
お
よ
び
中
央
臨
床
検
査
部

に
所
属
の
職
員
を
対
象
と
し
た
。
職
員
検
診
デ
ー
タ
よ

り
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有
無
、
H
B
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
H
Bs抗

体
価
の
推
移
を
調
査
し
た
。
直
近
の

職
員
検
診
、
あ
る
い
は
過
去
2
回
の
検
診
で
1
回
以
上

H
Bs抗

体
価
が
30 m

IU
/m
L
未
満
と
な
っ
た
者
に
は

書
面
上
で
同
意
を
得
た
上
で
採
血
を
実
施
し
、
H
Bs抗

原
量
、
H
Bs抗

体
価
、
H
Bc抗

体
価
を
測
定
し
た
。

4
. 倫
理
面
へ
の
配
慮

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
そ
れ
を

活
用
す
る
研
究
に
関
す
る
説
明
と
同
意
は
、
連
結
可
能

匿
名
化
し
た
既
存
情
報
を
使
用
し
、
侵
襲
は
無
い
た
め
、

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
よ
り
研
究
対
象
者
等
が
研
究
参
加
拒

否
を
表
明
で
き
る
機
会
を
保
証
し
た
。
研
究
対
象
者
等

へ
の
告
知
を
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
。
共
同
研
究
機
関
に
も
本
研
究
計
画
書
を
送

付
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
の
承
認
を

得
た
。

C
. 研
究
結
果

1
. 病
院
勤
務
者
に
お
け
る
H
B
ワ
ク
チ
ン
効
果
の
検
討

対
象
者
は
男
性
192
名
・
女
性
622
名
・
性
別
デ
ー

タ
無
し
31
名
で
あ
っ
た
。
初
回
ワ
ク
チ
ン
接
種
年
齢
は

20-24
歳
412
名
・
25‒29

歳
178
名
・
30‒49

歳
206
名
・

50
歳
以
上
49
名
で
あ
っ
た
。
職
種
は
、
医
師
と
歯
科
医

師
136
名
・
看
護
師
536
名
・
臨
床
検
査
技
師
25
名
、

そ
の
他
の
医
療
職
148
名
で
あ
っ
た
 （
表
1）。

観
察
期

間
の
中
央
値
は
313日（

最
小
値
2日
、最
大
値
3348日

）
で
あ
っ
た
。

1）
図
1
に
示
す
よ
う
に
、
H
B
ワ
ク
チ
ン
初
回
後
接

種
後
1
年
以
内
の
カ
プ
ラ
ン
マ
イ
ヤ
ー
曲
線
の
傾
き
は

や
や
大
き
く
、
そ
の
後
の
H
Bs抗

体
価
は
徐
々
に
低
下

し
た
。
M
ST
は
3.69
年
で
あ
っ
た
。

2）
男
女
別
に
初
回
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
H
Bs抗

体
価
の
変
化
を
検
討
し
た
が
、
男
女
差
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
（
log-rank test, P=0.8040）。（

図
2）。

3）
初
回
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
年
齢
が
20‒24

歳
の
群

に
比
べ
て
、
25‒29

歳
・
30‒49

歳
の
群
で
は
H
Bs抗

体
価
は
保
た
れ
る
一
方
、
50
歳
以
上
の
群
で
は
H
Bs抗

体
価
は
速
や
か
に
低
下
し
た
 （
log-rank test, P=0.0093）

（
図
3）。
4）
職
種
別
に
初
回
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
H
Bs

抗
体
価
の
変
化
を
検
討
し
た
。
医
師
・
歯
科
医
師
と
比

較
し
て
、
看
護
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
そ
の
他
の
医
療

職
の
H
Bs抗

体
価
は
速
や
か
に
低
下
し
た
（
log-rank 

test, P=0.0795）（
図
4）。

5）
表
2
の
多
変
量
解
析
の
結
果
、
性
別
で
有
意
な
差

は
認
め
な
か
っ
た
。
初
回
H
B
接
種
年
齢
が
20‒24歳

の
群
に
比
べ
て
、
25‒29

歳
・
30‒49

歳
の
ハ
ザ
ー
ド
比
は

有
意
に
低
か
っ
た
。
し
か
し
、50
歳
以
上
の
群
の
ハ
ザ
ー

ド
比
（
H
R）
は
0.826 （

95%
信
頼
区
間
 [CI], 0.509-

1.342）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
医
師
・
歯
科
医
師
と
比
較
し

て
、
看
護
師
は
有
意
に
H
R
が
低
か
っ
た
が
、
臨
床
検

査
技
師
（
H
R= 0.757, 95%

CI, 0.363-1.576）
と
そ
の

他
の
医
療
職
（
H
R= 0.959, 95%

CI, 0.623-1.476）
で

は
有
意
な
ハ
ザ
ー
ド
比
の
低
下
は
認
め
な
か
っ
た
。
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
防
止
  －
残
さ
れ
た
課
題
・
今
後
の
対
策
－

6
7

平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

D
．
考
察

名
古
屋
市
立
大
学
病
院
勤
務
者
を
対
象
と
し
て
作
成

し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
、
解
析
し
た
。

H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
1
年
以
内
の
カ
プ
ラ
ン
マ
イ

ヤ
ー
曲
線
の
傾
き
が
や
や
大
き
い
理
由
と
し
て
、
H
B
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
す
ぐ
に
抗
体
価
は
低
下
す
る
群
と
、
抗

体
獲
得
後
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
実
施
さ
れ
ず
観
察
打

ち
切
り
と
な
る
対
象
が
多
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
年
齢
に
関
し
て
は
、
研

究
期
間
（
2006

年
以
降
）
を
考
慮
す
る
と
、
20‒24

歳
の
群
に
比
べ
て
、
25‒49

歳
は
入
職
前
に
H
B
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
接
種
年
齢
が

高
い
ほ
ど
複
数
回
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
ブ
ー
ス
タ
ー
効
果
で
H
Bs抗

体
価
が
保
た

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
年
齢
が
高
い
程

H
Bs抗

体
価
の
低
下
が
早
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

職
種
別
の
解
析
は
、
年
齢
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
。
各
職
種
に
お
け
る
50
歳
以
上
の
割
合
は
、
医
師

5.2%
、
看
護
師
2.2%

、
検
査
技
師
8.0%

、
そ
の
他
の
医

療
職
18.9％

だ
っ
た
。

今
後
は
、
他
の
共
同
研
究
機
関
の
デ
ー
タ
を
統
合
し
、

同
様
の
解
析
を
行
う
。
さ
ら
に
H
B
ワ
ク
チ
ン
追
加
接

種
の
意
義
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
H
Bs抗

体
価
低
下

症
例
を
対
象
に
H
Bc抗

体
検
査
等
の
追
加
調
査
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。

当
院
職
員
の
調
査
に
お
い
て
H
Bs抗

体
陰
性
者
の
中

に
は
、
直
近
の
検
診
で
は
100 m

IU
/m
L
以
上
だ
っ
た

者
も
あ
り
、
経
時
的
な
抗
体
価
の
低
下
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
少
数
で
は
あ
る
が
H
BV
暴
露
を
示
唆
す
る
結
果

が
認
め
ら
れ
た
。
参
加
者
へ
の
結
果
返
却
の
際
、
H
Bs

抗
体
価
が
10 m

IU
/m
L
未
満
の
陰
性
者
、
陽
性
で

あ
っ
て
も
血
液
を
取
り
扱
う
機
会
の
多
い
職
員
に
は
30 

m
IU
/m
L
未
満
の
者
に
対
し
て
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
追
加

接
種
を
勧
め
、
H
Bc
抗
体
陽
性
者
に
は
H
BV
再
活
性

化
へ
の
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

日
本
環
境
感
染
学
会
の
「
医
療
関
係
者
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
米
国
CD
C
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、

H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
H
Bs抗

体
の
陽
転
後
の
追

加
接
種
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
医
療
関
係

者
は
常
に
感
染
高
リ
ス
ク
環
境
下
に
置
か
れ
て
お
り
、

H
Bs抗

体
陽
転
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
追
加
接
種
の
是

非
を
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
る
。

E．
結
論

名
古
屋
市
立
大
学
病
院
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
と
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
作
成
進
捗
状
況
を
報
告
し
た
。

今
後
も
研
究
基
盤
と
な
る
全
国
規
模
の
統
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
活
用
し
た
他
研
究
へ
の
協
力
も
進
め
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

F. 健
康
危
険
情
報

な
し

G
. 研
究
発
表

1．
論
文
発
表

特
に
な
し

2．
学
会
発
表

1） 細
野
覚
代
: 大
学
病
院
勤
務
者
に
お
け
る
B
型
肝
炎

ワ
ク
チ
ン
接
種
効
果
の
検
討
. 第
79
回
日
本
公
衆

衛
生
学
会
総
会
 (京
都
). 日
本
公
衆
衛
生
雑
誌
. 67

巻
10
号
. 2020.

H
. 知
的
所
有
権
の
取
得
状
況
（
予
定
を
含
む
）

１
．
特
許
取
得

該
当
な
し

２
．
実
用
新
案
登
録

該
当
な
し

３
．
そ
の
他

該
当
な
し

(2) H
B
 ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
・
感
染
状
況
に
関
す
る
調
査

②
愛
知
県
に
お
け
る
エ
コ
チ
ル
調
査
を
用
い
た
小
児
期
感
染
の
実
態

研
究
分
担
者
 
田
中
 靖
人
　
熊
本
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
部
 教
授

研
究
協
力
者
 
村
上
 周
子
　
名
古
屋
市
立
大
学

 
上
島
 通
浩
、
伊
藤
 由
起
、
加
藤
沙
耶
香
、
金
子
 佳
代

 
名
古
屋
市
立
大
学
、
エ
コ
チ
ル
調
査
・
愛
知
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
（
H
B
ワ
ク
チ
ン
）
定
期
接
種
化
以
前
に
出
生
し
た
小
児
の
B
型
肝
炎
感
染
疫
学

の
調
査
を
行
っ
た
。
エ
コ
チ
ル
調
査
・
愛
知
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
8
歳
学
童
期
調
査
お

よ
び
8
歳
詳
細
調
査
の
参
加
者
を
対
象
と
し
、
保
護
者
の
同
意
を
得
て
採
血
を
実
施
し
、
H
Bs抗

原
量
、

H
Bs抗

体
価
、H
Bc
抗
体
価
を
測
定
し
た
。
そ
の
結
果
、H
Bs抗

原
陽
性
1
例
、H
Bc
抗
体
は
ボ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ン
も
含
め
て
8
例
検
出
さ
れ
た
。

研
究
要
旨

A
. 研
究
目
的

 2016
年
10
月
よ
り
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
（
H
B
ワ

ク
チ
ン
）
の
0
歳
児
定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ

れ
以
前
の
定
期
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
環
境
下
で

の
H
BV
感
染
の
実
態
は
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
。

ま
た
現
在
、感
染
対
策
と
し
て
の
H
B
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

H
Bs抗

体
価
が
陽
性
（
10 m

IU
/m
L
以
上
）
と
判
定
さ

れ
た
時
点
で
免
疫
獲
得
と
み
な
し
、
追
加
接
種
は
不
要

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
H
Bs抗

体
の
陽
転
者
を
経
時

的
に
観
察
し
た
調
査
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本

分
担
研
究
で
は
、
定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
る
前
に
出
生

し
た
学
童
期
の
小
児
を
対
象
に
H
BV
感
染
の
実
態
お
よ

び
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
任
意
接
種
状
況
を
調
査
し
た
。

B
. 研
究
方
法

環
境
省
「
子
ど
も
の
健
康
と
環
境
に
関
す
る
全
国
調

査
（
エ
コ
チ
ル
調
査
）」
愛
知
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
登

録
さ
れ
た
児
の
う
ち
、
8
歳
学
童
期
調
査
お
よ
び
8
歳

詳
細
調
査
の
参
加
者
を
対
象
と
し
た
。
書
面
上
で
保
護

者
の
同
意
を
得
た
上
で
質
問
票
調
査
、
採
血
を
実
施
し
、

H
Bs抗

原
量
、H
Bs抗

体
価
、H
Bc抗

体
価
を
測
定
し
た
。

質
問
票
で
は
、
輸
血
歴
、
血
液
製
剤
の
使
用
歴
、
H
B
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
歴
、
同
居
家
族
に
「
B
型
肝
炎
と
診
断

さ
れ
て
い
る
方
」
が
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
。

（
倫
理
面
へ
の
配
慮
）

環
境
省
お
よ
び
エ
コ
チ
ル
調
査
コ
ア
セ
ン
タ
ー
、
名

古
屋
市
立
大
学
倫
理
委
員
会
の
審
査
・
承
認
を
得
て
実

施
し
た
。
新
規
の
採
血
に
は
必
ず
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
を
取
得
し
、
既
存
の
デ
ー
タ
お
よ
び
試
料
も

含
め
て
不
同
意
の
機
会
を
担
保
し
た
。
解
析
デ
ー
タ
の

公
表
に
際
し
て
は
個
人
情
報
保
護
を
徹
底
す
る
。

C
. 研
究
結
果

2019
年
7
月
～
2020

年
12
月
に
691
人
の
採
血
・

検
査
を
実
施
し
た
。
H
B
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
児
は

691
人
中
195
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
H
Bs抗

体
陽
性

者（
10 m

IU
/m
L
以
上
）は
134
人（
68.7%

）で
あ
っ
た
。

H
B
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
児
（
不
明
を
含

む
）
496
人
の
う
ち
、
H
Bc抗

体
陽
性
者
（
1.0 C.O

.I.以
上
）
が
1
人
、
0.5
～
1.0 C.O

.I.未
満
の
要
観
察
が
7

人
、
H
Bs抗

原
 1.2 m

IU
/m
L 1
人
を
認
め
た
。
ま
た
、

H
Bs抗

体
陽
性
者
が
7
人
で
あ
っ
た
。

図
6
 

図
5



6
8

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
防
止
  －
残
さ
れ
た
課
題
・
今
後
の
対
策
－

6
9

平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

D
．
考
察

学
童
期
検
査
の
結
果
、
任
意
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
い
た
195人

中
61人

の
H
Bs抗

体
価
が
陰
性
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
11
人
は
H
Bs抗

体
価
 7
以

上
10
ｍ
IU
/
ｍ
L
未
満
で
あ
り
、
1
ク
ー
ル
の
追
加
接

種
に
よ
り
陽
転
が
見
込
ま
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

は
、
3
回
接
種
52
人
、
2
回
接
種
4
人
、
不
明
5
人
で
、

い
ず
れ
も
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ほ

ぼ
守
ら
れ
て
お
り
、
陽
性
者
と
の
大
き
な
違
い
は
な
か
っ

た
が
、
2
回
目
の
接
種
時
点
で
初
回
接
種
か
ら
3
か
月
以

上
経
過
し
て
い
る
と
陽
性
率
が
低
下
す
る
傾
向
が
認
め

ら
れ
た
。
初
回
接
種
時
の
年
齢
は
1
歳
未
満
か
ら
5
歳

以
上
で
あ
り
、
年
齢
に
よ
る
偏
り
を
認
め
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
調
査
に
お
い
て
約
30%
は
H
Bs抗

体
価
が
す
で

に
10
未
満
と
な
っ
て
い
た
。

B
型
肝
炎
は
1986年

以
降
の
母
子
感
染
対
策
に
よ
り
、

垂
直
感
染
は
激
減
し
た
が
、
父
子
感
染
を
代
表
と
す
る

水
平
感
染
が
現
在
も
散
見
さ
れ
る
。
昨
年
度
の
調
査
で

H
B
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
児
1
人
が
H
Bc抗

体
陽
性
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
新
た
な
H
Bc抗

体
陽
性

者
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

E．
結
論

H
BV
感
染
疫
学
、H
Bs抗

体
価
の
追
跡
調
査
を
行
い
、

感
染
と
予
防
の
双
方
か
ら
実
態
の
把
握
を
図
っ
た
。
H
B

ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
化
実
施
前
に
出
生
し
た
小
児
に
お

い
て
、
H
B
ワ
ク
チ
ン
非
接
種
児
の
中
に
数
名
で
は
あ
っ

た
が
H
BV
感
染
ま
た
は
要
観
察
を
認
め
た
。
今
後
も
調

査
を
継
続
し
H
BV
感
染
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
児
に
つ
い
て
H
Bs抗

体
陽
性
率
の
推
移
を

検
討
す
る
。

F. 健
康
危
険
情
報

な
し

G
. 研
究
発
表

1．
論
文
発
表

特
に
な
し

 2．
学
会
発
表

特
に
な
し

H
. 知
的
所
有
権
の
取
得
状
況
（
予
定
を
含
む
）

１
．
特
許
取
得

該
当
な
し

２
．
実
用
新
案
登
録

該
当
な
し

３
．
そ
の
他

該
当
な
し

A
. 研
究
目
的

2013
～
2015

年
度
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助

金
に
よ
る
研
究
班
（
研
究
代
表
者
：
筑
波
大
学
医
学
医

療
系
小
児
科
　
須
磨
崎
　
亮
）
に
よ
り
、
本
邦
小
児
に

お
け
る
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
H
BV
）
感
染
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
疫
学
調
査
が
行
わ
れ
た
。
0
～
15
歳
の

小
児
8453

人
が
調
査
さ
れ
、
H
Bs抗

原
陽
性
率
は
約

0.05％
と
想
定
通
り
低
か
っ
た
も
の
の
、
H
Bs抗

原
陰

性
・
H
Bc抗

体
陽
性
率
が
0.95％

と
想
定
以
上
に
高
か
っ

た
。
健
常
小
児
に
お
い
て
も
B
型
肝
炎
の
水
平
感
染
が

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
2016

年
10
月
か
ら

す
べ
て
の
乳
児
を
対
象
と
し
て
B
型
肝
炎
（
H
B）
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
た
。

本
研
究
で
は
、
そ
の
定
期
接
種
開
始
後
の
H
BV
感

染
率
、
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
抗
体
陽
性
率
・
抗
体
持
続
率
を

明
ら
か
に
す
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
3
年
時
の
抗
体
陽

性
率
か
ら
、
H
Bs抗

体
自
然
減
衰
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、

ハ
イ
リ
ス
ク
児
へ
の
追
加
接
種
の
議
論
に
お
け
る
基
礎

デ
ー
タ
と
す
る
。
本
報
告
書
で
は
、
他
2
人
の
研
究
分

担
者
（
酒
井
愛
子
、
高
野
智
子
）
の
施
設
も
含
め
た
4

地
域
、
4
施
設
で
行
っ
た
研
究
結
果
を
ま
と
め
る
。

B
. 研
究
方
法

被
験
者
の
選
定
方
針
：

2016
年
4
月
以
降
の
出
生
し
、
定
期
接
種
と
し
て

H
B
ワ
ク
チ
ン
3
回
接
種
を
受
け
、
日
本
大
学
医
学
部
附

(2) H
B
 ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
・
感
染
状
況
に
関
す
る
調
査

③
救
急
外
来
を
受
診
し
た
小
児
患
者
血
清
を
用
い
た

H
B
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
導
入
効
果
の
検
証

 
 

　
　
　
研
究
分
担
者
 
森
岡
 一
朗
 
日
本
大
学
医
学
部
小
児
科
学
系
小
児
科
学
分
野
 主
任
教
授

　
 
 

 
酒
井
 愛
子
 
茨
城
県
立
こ
ど
も
病
院
 研
究
員
/

 
 

 
 

 
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
 研
究
員

　
 
 

 
高
野
 智
子
 
大
阪
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
 部
長

　
　
　
研
究
協
力
者
 
岡
橋
　
 彩
 
日
本
大
学
医
学
部
小
児
科
学
系
小
児
科
学
分
野
 助
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 野
津
 寛
大
 
神
戸
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
小
児
科
学
分
野
 特
命
教
授

本
研
究
の
目
的
は
、
B
型
肝
炎
（
H
B）
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
開
始
後
の
小
児
の
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

（
H
BV）

の
感
染
率
、H
B
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
抗
体
獲
得
率
・
抗
体
持
続
率
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

2016
年
4
月
以
降
の
出
生
し
、定
期
接
種
と
し
て
H
B
ワ
ク
チ
ン
3
回
接
種
を
受
け
た
4
地
域（
東
京
、

神
戸
、
大
阪
、
茨
城
）
の
1
～
3
歳
の
895

人
（
895

検
体
）
を
解
析
し
た
。
結
果
、
H
Bc
抗
体
陽

性
率
は
、
0.45%

（
4/895

人
）
で
あ
っ
た
。
う
ち
１
人
は
H
Bs抗

原
が
強
陽
性
、
H
BV-DNA

が
陽

性
で
あ
り
母
子
垂
直
感
染
と
考
え
ら
れ
、
水
平
感
染
率
は
0.34%

（
3/894）

と
推
定
さ
れ
た
。
H
Bs

抗
体
陽
性
率
は
93%（

828/891
人
）
で
あ
り
、男
女
差
や
地
域
差
は
か
っ
た
。
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
、

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
有
意
に
低
下
し
た
（
1
歳
：
96.9%

 [504/520]、2
歳
：
91.6%

 [219/239]、
3
歳
：
79.5%

 [105/132]）。
H
Bc
抗
体
陽
性
率
（
推
定
水
平
感
染
率
）
は
、
定
期
接
種
開
始
前
の
約

1%
か
ら
有
意
に
減
少
し
て
お
り
、
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
よ
り
水
平
感
染
が
抑
制
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
た
。
一
方
、
接
種
後
3
年
で
、
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
経
年
的
低
下
し
て
い
る
と
い
う
新

た
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

研
究
要
旨



7
0

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
防
止
  －
残
さ
れ
た
課
題
・
今
後
の
対
策
－

7
1

平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

属
板
橋
病
院
、
大
阪
府
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

神
戸
こ
ど
も
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
、
茨
城
県
立
こ
ど
も

病
院
で
、
通
常
診
療
で
採
血
が
行
わ
れ
た
1
～
3
歳
の

小
児
を
対
象
と
し
た
。
移
行
抗
体
の
影
響
の
可
能
性
が

あ
る
1
歳
未
満
の
児
と
１
年
以
内
の
輸
血
や
血
液
製
剤

の
使
用
、
慢
性
B
型
肝
炎
で
通
院
し
て
い
る
児
は
除
外

し
た
。
各
施
設
を
受
診
し
た
小
児
患
者
お
よ
び
保
護
者

に
対
し
、
公
開
文
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
）
を
用

い
て
説
明
を
行
い
、
1
か
月
以
内
に
不
同
意
の
申
し
出

が
な
か
っ
た
3
回
の
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
歴
の
あ
る
1

～
3
歳
の
小
児
を
解
析
対
象
と
し
た
。

方
法
：

検
体
お
よ
び
臨
床
情
報
（
年
齢
、
性
別
、
既
往
歴
）、

3
回
の
H
B
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
歴
を
収
集
す
る
。
①
１
か

月
間
不
同
意
の
申
し
出
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
保
管

の
検
体
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
、
②
臨
床
情
報
収
集
（
電

子
カ
ル
テ
か
ら
、
年
齢
、
性
別
、
疾
患
名
を
収
集
し
、

匿
名
化
番
号
と
対
応
す
る
よ
う
符
号
表
を
作
る
）、
③
重

複
検
体
（
過
去
に
検
体
と
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
同

一
人
物
の
検
体
）
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

検
体
と
臨
床
情
報
は
、
連
結
不
可
能
匿
名
化
し
て
、

対
象
者
と
な
る
検
体
に
つ
き
、
外
注
会
社
（
ど
の
施
設

か
ら
も
統
一
さ
れ
た
会
社
に
依
頼
し
、
測
定
方
法
を
ル

ミ
パ
レ
ス
G1200, CLEIA

法
に
統
一
す
る
）に
依
頼
し
、

H
Bs抗

体
、
H
Bc抗

体
の
測
定
を
行
っ
た
。
H
Bc抗

体
価
が
1.0 index

以
上
を
陽
性
と
し
、
H
BV
感
染
率
を

算
出
し
た
。
H
Bs抗

体
価
が
10 m

IU
/m
L
以
上
を
陽

性
と
し
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
H
Bs抗

体
陽
性
率
と
H
Bs

抗
体
定
量
価
を
調
べ
、
地
域
差
、
性
差
や
年
齢
別
で
検

討
し
た
。
統
計
学
的
解
析
に
は
、
2
×
2
表
に
は
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
正
確
確
率
検
定
、
m
×
n
表
に
は
χ
2
乗
検
定

を
用
い
た
。

な
お
、
定
期
接
種
開
始
前
の
疫
学
調
査
と
比
較
す

る
た
め
に
、
同
じ
測
定
法
で
あ
る
、
ル
ミ
パ
ル
ス

H
BsA
b、ル

ミ
パ
ル
ス
H
BcA
b-N（

富
士
レ
ビ
オ
社
製
）

を
用
い
た
。
H
Bc抗

体
陽
性
検
体
に
つ
い
て
は
残
余
検

体
の
許
す
範
囲
で
ル
ミ
パ
ル
ス
H
BsA
g-H
Q
（
富
士
レ

ビ
オ
社
製
）
お
よ
び
EPA

S（
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
）
を
用
い
て
二
次
検
査
を
行
っ
た
。

（
倫
理
面
へ
の
配
慮
）

本
研
究
で
は
、
各
施
設
で
、
診
療
目
的
で
採
血
さ
れ
、

研
究
目
的
に
保
護
者
か
ら
書
面
に
て
使
用
の
同
意
を
得

ら
れ
て
い
る
残
余
検
体
を
用
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
た
め
に
、
改
め
て
同
意
を
と
る
こ
と
は
き
わ

め
て
困
難
な
状
況
が
あ
る
。
そ
こ
で
、同
意
に
つ
い
て
は
、

日
本
臨
床
検
査
医
学
会
の
指
針
に
基
づ
き
、「
同
意
を
得

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
試
料
が
連
結
不
可
能
匿
名
化

さ
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
当
該
研
究
が
公
衆
衛
生

の
向
上
の
た
め
に
特
に
必
要
で
あ
っ
て
、
当
該
研
究
に

関
す
る
試
料
等
の
利
用
目
的
を
含
む
情
報
の
公
開
、
被

検
者
に
よ
る
拒
否
の
機
会
の
確
保
と
い
う
条
件
を
満
た

す
場
合
に
倫
理
委
員
会
の
承
認
と
施
設
長
の
許
可
を
得

て
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
本
研
究
は
こ
れ
に
沿
っ
て
行
う
。
不
同
意
の
場
合
、

公
開
文
書
に
不
同
意
の
場
合
の
連
絡
先
を
記
載
し
、
申

し
出
て
も
ら
う
こ
と
で
意
思
確
認
を
す
る
。

ま
た
、
感
染
症
と
い
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
項
目
を
測
定

す
る
た
め
、
上
記
の
と
お
り
残
余
検
体
に
つ
い
て
は
、

連
結
可
能
匿
名
化
し
、
研
究
開
始
時
に
は
連
結
不
可
能

匿
名
化
を
行
う
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
被
験
者
お
よ
び

保
護
者
、
診
療
医
、
研
究
者
の
い
ず
れ
も
個
人
と
リ
ン

ク
し
た
形
の
情
報
は
も
ち
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被

験
者
お
よ
び
保
護
者
、
主
治
医
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

も
対
応
は
で
き
な
い
。

日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋
病
院
、
神
戸
こ
ど
も
初

期
急
病
セ
ン
タ
ー
、
大
阪
府
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
、
茨
城
県
立
こ
ど
も
病
院
の
臨
床
研
究
倫
理
審
査

委
員
会
の
承
認
を
得
た
（
日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋

病
院
：
2019

年
2
月
12
日
 [RK

-190130-1]、
神
戸
こ

ど
も
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
：
2019

年
2
月
28
日
[神
小

医
第
62
号
]）。

C
. 研
究
結
果

小
児
の
血
清
検
体
計
1112

検
体
の
H
Bs抗

体
、
H
Bc

抗
体
を
測
定
し
た
。
そ
の
う
ち
、
除
外
基
準
を
除
き
、

定
期
接
種
と
し
て
H
B
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
1
～
3
歳

の
895
人（
895
検
体
）が
本
研
究
の
対
象
と
な
っ
た（
日

本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋
病
院
 [東

京
]：
104
人
、
神

戸
こ
ど
も
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
 [神

戸
]：
336
人
、
大

阪
府
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
 [大
阪
]：
375
人
、

茨
城
県
立
こ
ど
も
病
院
 [茨
城
]：
80
人
）。
各
年
齢
は
、

1
歳
：
522
人
、
2
歳
：
241
人
、
3
歳
：
132
人
）
で
あ
っ

た
。
全
例
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
歴
を
確
認
し
た

（
100%

）。

①
 H
Bc抗

体
陽
性
率
（
H
BV
感
染
率
）

H
Bc
抗
体
陽
性
は
4
人
で
、
H
Bc
抗
体
陽
性
率
は
、

0.45%
（
4/895

人
）
で
あ
っ
た
。
H
Bc抗

体
陽
性
の
4

人
の
詳
細
を
示
す
。

 

H
BcA
b, H
Bc
抗
体
index）

; H
BsA
b, H
Bs抗

体
（
m
IU
/m
L）

3
人
が
神
戸
で
、
1
人
が
大
阪
で
あ
っ
た
。
4
人
中
3

人
は
、
H
Bc抗

体
陽
性
か
つ
H
Bs抗

体
陽
性
で
、
水
平

感
染
と
考
え
ら
れ
た
。
１
人
は
H
Bc抗

体
陽
性
で
H
Bs

抗
体
陰
性
で
あ
っ
た
た
め
、
追
加
検
査
を
行
い
、
H
Bs

抗
原
293600 IU

/m
L、
ジ
ェ
ノ
タ
イ
プ
C2
の
H
BV
-

D
N
A
が
陽
性
で
あ
り
、
母
子
垂
直
感
染
と
考
え
ら
れ

た
。
そ
の
た
め
、
H
Bc抗

体
陽
性
児
の
1
人
を
除
く
と
、

3/894（
0.34%

）
で
あ
っ
た
。

②
 H
Bs抗

体
陽
性
率
と
H
Bs抗

体
定
量
価

H
Bc
抗
体
陰
性
か
つ
H
Bs抗

体
陽
性
は
、
828/891

人
（
92.9%

）
で
あ
っ
た
。
H
Bs抗

体
定
量
価
の
結
果
は

以
下
に
示
す
。

③
 性
別
解
析

a. H
Bc抗

体
陽
性
率
（
H
BV
感
染
率
）

b. H
Bs抗

体
陽
性
率

 H
Bc-・

H
Bs+, H

Bc抗
体
陰
性
か
つ
H
Bs抗

体
陽
性

H
Bc
抗
体
陽
性
率
（
H
BV
感
染
率
）
及
び
H
Bs抗

体
陽
性
率
に
男
女
差
は
な
か
っ
た
。

④
 地
域
別
解
析

a. H
Bc抗

体
陽
性
率
（
H
BV
感
染
率
）

b. H
Bs抗

体
陽
性
率

H
Bc-・

H
Bs+, H

Bc抗
体
陰
性
か
つ
H
Bs抗

体
陽
性

H
Bc
抗
体
陽
性
率
（
H
BV
感
染
率
）
及
び
H
Bs抗

体
陽
性
率
に
地
域
差
は
な
か
っ
た
。

⑤
 年
齢
別
解
析

a. H
Bc抗

体
陽
性
率
（
H
BV
感
染
率
）

b. H
Bs抗

体
陽
性
率

H
Bc-・

H
Bs+, H

Bc抗
体
陰
性
か
つ
H
Bs抗

体
陽
性

H
Bc抗

体
陽
性
率
（
H
BV
感
染
率
）
に
年
齢
に
よ
る

違
い
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
、
年

齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
有
意
に
低
下
し
て
い
た
。

⑥
 年
齢
別
H
Bs抗

体
定
量
価

年
齢
別
H
Bs抗

体
定
量
価
は
、
年
齢
が
高
く
な
る
に

つ
れ
、
≧
1000

や
100-999 m

IU
/m
L
の
割
合
が
減
少

し
、
＜
10
や
10-99 m

IU
/m
L
の
割
合
が
増
加
し
た
。

D
．
考
察

4
地
域
の
4
施
設
で
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
を
受
け
た
1
～
3
歳
の
小
児
895
人
の
H
Bs抗

体
、

H
Bc抗

体
を
測
定
し
、
解
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
H
Bc

抗
体
陽
性
率
は
0.45%

、
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
93%
で

あ
っ
た
。

 
�
�

 
�
�

 
H

B
cA

b 
H

B
sA

b 


�

 
	
�

 
1
�

 
1.5 

1185 


�

 
�
�

 
1
�

 
1.1 

785.4 
�
�

 
	
�

 
2
�

 
7.2 

51.1 


�

 
	
�

 
2
�

 
>300 

0.1 

 

m
IU

/m
L 

n=891 
�

10  
63
�

7.0%
�

 
10-99 

198
�

22.2%
�

 
100-999 

412
�

46.2%
�

 
�

1000  
218
�

24.5%
�

 
  

H
B

c-�
H

B
s+ 

p
�

 
�
�

 
441/475

�
92.8%

�
 

1.00 
�
�

 
387/416

�
93.0%

�
 

  
H

B
c
�
�
	
�
�

 
p
�

 
�
�

 
3/478



0.62%

�
 

0.63 
�
�

 
1/417



0.24%

�
 

  
H

B
c
�
�
�
�



 
p
�

 
	
�

 
0/104

�
0.00%

�
 

0.88 
�
�

 
3/336

�
0.89%

�
 

�



 
1/375

�
0.27%

�
 

�
�

 
0/80

�
0.00%

�
 

 

 
H

B
c-�

H
B

s+ 
p
�

 
�
�

 
98/104

�
94.2%

�
 

0.22 
�
�

 
318/333

�
95.4%

�
 

�



 
341/374

�
91.2%

�
 

	
�

 
71/80

�
88.8%

�
 

  
H

B
c-�

H
B

s+ 
p
�

 
1
�

 
504/520

�
96.9%

�
 

<0.0001 
2
�

 
219/239

�
91.6%

�
 

3
�

 
105/132

�
79.5%

�
 

 

m
IU

/m
L 

1
�

 
2
�

 
3
�

 
p
�

 
�

10 
16 
(3%

) 
20 
(8%

) 
27 
(20%

) 

<0.0001 

10-99 
82 
(16%

) 
72 
(30%

) 
44 
(33%

) 
100-999 

251 
(48%

) 
111 
(46%

) 
50 
(38%

) 
�

1000 
171 
(33%

) 
36 
(15%

) 
11 
(8%

) 
 

 
H

B
c
�
�
�
�
�

 
p
�

 
1
�

 
2/522

�
0.38%

	
 

0.91 
2
�

 
2/241

�
0.83%

	
 

3
�

 
0/132

�
0.00%

	
 

 



7
2

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
防
止
  －
残
さ
れ
た
課
題
・
今
後
の
対
策
－

7
3

平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

H
Bc抗

体
陽
性
児
の
1
人
は
母
子
垂
直
感
染
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
3/894（

0.34%
）
に
水
平
感

染
が
起
こ
っ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
今
回
の
推

定
水
平
感
染
率
の
0.34%

は
、
定
期
接
種
化
前
の
1
～
5

歳
の
40/3741

人
（
1.07%

）
よ
り
有
意
に
低
下
し
て
い

た
（
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
正
確
確
率
検
定
p=0.049）。

今
回
の
検
討
で
、
H
B
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
93%
の
1
～

3歳
の
小
児
が
H
Bs抗

体
を
獲
得
し
て
い
た
。感
染
な
く
、

H
B
ワ
ク
チ
ン
で
H
Bs抗

体
を
獲
得
し
て
い
た
1
～
3

歳
の
小
児
に
お
い
て
、
抗
体
獲
得
率
に
男
女
差
や
地
域

差
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
年
齢
別
で
H
Bs

抗
体
陽
性
率
や
H
Bs抗

体
定
量
価
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
有
意

に
低
下
し
、
H
Bs抗

体
定
量
価
は
、
年
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
、
≧
1000

や
100-999 m

IU
/m
L
の
割
合
が
減

少
し
、
＜
10
や
10-99 m

IU
/m
L
の
割
合
が
増
加
し
て

い
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
non-responderが

数
%
い
る
も
の

の
、
他
の
分
担
研
究
者
か
ら
の
3
歳
ま
で
の
H
Bs抗

体
価
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
か
ら
の
経
時
的
デ
ー
タ
と
組
み

合
わ
せ
る
と
、
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
年
齢
が
上
昇
す
る

に
つ
れ
減
少
す
る
た
め
、
自
然
減
衰
が
起
こ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
た
。

E．
結
論

定
期
接
種
開
始
後
の
1～
3歳
の
H
B
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
93％

で
あ
り
、
多
く
の
児
で
抗

体
価
を
獲
得
し
て
い
た
。
H
Bc抗

体
陽
性
率
は
0.41％

、
推
定
水
平
感
染
率
は
0.34%

で
あ
り
、
定
期
接
種
開
始
前

の
約
1%
よ
り
も
減
少
し
て
お
り
、
定
期
接
種
化
に
よ
り

水
平
感
染
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
一
方
、

接
種
後
3
年
で
、
H
Bs抗

体
陽
性
率
は
経
年
的
低
下
し

て
い
る
と
い
う
新
た
な
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

F. 健
康
危
険
情
報

な
し

G
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究
発
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発
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啓
司
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岡
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朗
：
H
Bs抗
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児
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す
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B
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス

母
子
感
染
予
防
処
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回
日
本
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児

科
学
会
学
術
集
会
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開
催
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岡
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彩
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村
光
司
, 土
方
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ど
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, 野
津
寛
大
, 

石
田
明
人
, 酒
井
愛
子
, 田
中
敏
博
, 高
野
智
子
, 須

磨
崎
 亮
, 四
柳
 宏
, 森
岡
一
朗
：
B
型
肝
炎
ワ
ク
チ

ン
定
期
接
種
導
入
後
の
水
平
感
染
予
防
効
果
と
抗
体

獲
得
率
に
関
す
る
検
証
：
血
清
抗
体
価
を
用
い
た
多

施
設
共
同
疫
学
研
究
（
第
1
報
）．
第
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回
日
本
ワ

ク
チ
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学
会
学
術
集
会
, W
eb
開
催
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H
. 知
的
所
有
権
の
取
得
状
況
（
予
定
を
含
む
）

１
．
特
許
取
得

該
当
な
し

２
．
実
用
新
案
登
録

該
当
な
し

３
．
そ
の
他

該
当
な
し

(3) 急
性
肝
炎
の
発
生
状
況
に
対
す
る
正
確
な
状
況
把
握
の
検
討

①
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
た
症
例
の
解
析

 
 

 

　
　
　
研
究
分
担
者
　
相
崎
 英
樹
　
国
立
感
染
症
研
究
所
 室
長

１
．
感
染
症
法
に
基
に
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
で
届
け
出
さ
れ
た
急
性
肝
炎
症
例
に
つ
い
て

解
析
し
た
。
近
年
、
急
性
B 型

肝
炎
の
発
生
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
東
京
都
以
外
の
県
で
は
減
少

し
て
い
た
。
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
data と

田
倉
研
究
分
担
者
の
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(TheBD) の
data を

比
較
す
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
数
値
が
見
出
さ
れ
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。

２
．
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
に
よ
り
届
け
出
さ
れ
た
急
性
B, C

型
肝
炎
症
例
の
年
別
発
生
状

況
、
感
染
原
因
・
経
路
等
に
つ
い
て
解
析
し
た
。
急
性
B, C

型
肝
炎
い
ず
れ
も
、
最
近
で
は
届
出
数
に

下
げ
止
ま
り
傾
向
に
あ
る
。
地
域
と
し
て
は
、
東
京
以
外
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
感
染
原
因
と
し
て
性

的
接
触
に
よ
る
も
の
が
増
え
て
い
た
。
発
生
の
抑
制
に
は
、
急
性
B, C

型
肝
炎
い
ず
れ
も
性
的
接
触
感

染
に
つ
い
て
啓
発
活
動
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
届
出
数
は
実
態
の
1
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
と

想
定
さ
れ
て
お
り
、
診
断
し
た
医
師
の
確
実
な
届
出
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、 届
出
制
度
の
デ

ジ
タ
ル
化
等
の
対
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。 研
究
要
旨

A
. 研
究
目
的

急
性
肝
炎
の
発
生
動
向
の
把
握
は
、
1999

年
4
月
の

感
染
症
法
施
行
に
よ
り
、
四
類
感
染
症
の
「
急
性
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
」
と
し
て
全
数
把
握
疾
患
と
な
り
、
さ
ら

に
2003

年
11
月
の
感
染
症
法
の
改
正
に
伴
い
四
類
（
A
, 

E
型
肝
炎
）、
五
類
感
染
症
の
（
B, C

型
肝
炎
等
）
に
分

類
さ
れ
、
そ
の
発
生
動
向
が
監
視
さ
れ
て
い
る
。
全
数

把
握
疾
患
と
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
届
け
出
は

担
当
医
に
任
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
程
度
実
態
を
反
映
し

て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
本
研
究
で
は
、
感
染
症
法
の

も
と
で
、
診
断
・
報
告
さ
れ
た
急
性
肝
炎
に
つ
い
て
解

析
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
実
態
に
近
い
急
性
肝
炎
の
現

状
の
把
握
を
目
指
す
。

B
. 研
究
方
法

感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
に
よ
り
届
け
出
さ
れ

た
急
性
B, C

型
肝
炎
症
例
の
年
別
発
生
状
況
、
感
染
原

因
・
経
路
に
つ
い
て
解
析
し
た
。
さ
ら
に
、
感
染
症
法

に
基
づ
く
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
と
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

（
倫
理
面
へ
の
配
慮
）

情
報
に
つ
い
て
は
匿
名
化
し
、
研
究
班
で
は
個
人
情

報
を
保
持
し
な
い
。
ま
た
、
情
報
公
開
の
際
も
個
人
を

識
別
で
き
る
情
報
は
排
除
す
る
。

C
. 研
究
結
果

(1
) 急
性
C
型
肝
炎

2006
年
4
月
～
2020

年
10
月
に
報
告
さ
れ
た
516

例
は
、
男
性
329
例
, 女
性
187
例
で
、
2000

年
約
130

例
か
ら
減
少
を
始
め
、
現
在
は
年
間
30
例
程
度
で
下
げ

止
ま
っ
て
い
る
。
不
明
209
例
を
除
く
288
例
で
報
告

さ
れ
た
感
染
原
因
/
感
染
経
路
は
複
数
回
答
を
含
め
489

（
そ
の
他
241
例
）
あ
り
、
性
的
接
触
120
例
（
24.5%

）、
静
脈
薬
物
使
用
22
例
（
4.5%

）、
針
等
の
鋭
利
な
も
の

の
刺
入（
刺
青
、ピ
ア
ス
、カ
ミ
ソ
リ
等
）81
例（
16.6%

）、
輸
血
/血
液
製
剤
20例（

4.1%
）、母
子
感
染
5例（

1.0%
）

で
あ
っ
た
。
近
年
、
不
明
が
減
少
し
、
性
的
接
触
の
割

合
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。



7
4

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
防
止
  －
残
さ
れ
た
課
題
・
今
後
の
対
策
－

7
5

平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

(2
) 急
性
B
型
肝
炎

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
data

で
は
、
1999

年
か
ら

2008
年
ま
で
は
年
間
500
例
か
ら
200
例
程
度
ま
で
減

少
し
、
そ
の
後
2016

年
か
ら
2018

年
ま
で
約
200
例

で
継
過
し
て
い
る
。
感
染
原
因
/
感
染
経
路
は
複
数
回

答
を
含
め
4608

例
（
1999

年
4
月
－
2018

年
12
月
、

2016
年
以
降
は
暫
定
数
）
で
は
、
性
的
接
触
59.66％

を
占
め
、
不
明
38.73％

で
あ
っ
た
。

一
方
、
田
倉
研
究
分
担
者
の
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
T
heBD

）
の
data で

は
2015

－
2018 年

は
年
間

500 人
程
度
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の
data

の
約
2.5
倍
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事
業
の

data で
は
、大
都
市
の
東
京
、大
阪
、兵
庫
が
多
か
っ
た
。

人
口
で
補
正
す
る
と
、西
日
本
の
県
が
多
く
、特
に
岡
山
、

広
島
、
宮
崎
が
多
か
っ
た
。
1999

－
2015 年

の
変
化
で

は
多
く
の
県
で
減
少
し
て
い
た
が
、
東
京
だ
け
は
2008 

年
を
境
に
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。

(3
) 感
染
症
法
に
基
づ
く
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ
ス
テ
ム

の
問
題
点
と
対
策

5
類
感
染
症
の
急
性
B, C

肝
炎
は
診
断
し
た
医
師
が

7
日
以
内
に
届
け
る
規
則
に
な
っ
て
い
る
が
、
制
度
を
知

ら
な
い
医
師
、
知
っ
て
い
て
も
忙
し
く
て
届
出
が
で
き

て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
数
存
在
し
た
。
さ
ら
に
、
医
師

の
手
書
き
の
届
出
表
を
感
染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ
ス

テ
ム
N
ESID

に
入
力
す
る
保
健
所
の
負
担
が
大
き
い
こ

と
が
判
明
し
た
。
緊
急
性
が
高
く
な
い
5
類
感
染
症
で

は
定
期
的
な
情
報
発
信
は
週
報
の
速
報
値
の
み
に
な
り
、

詳
細
な
解
析
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
問

題
点
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
や
保
健
所
の
負
担
を
減
ら

す
た
め
、
届
出
情
報
の
自
動
抽
出
・
デ
ジ
タ
ル
化
が
必

要
と
考
え
ら
れ
た
。
特
に
CO
V
ID
-19
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
情
報
把
握
・
管
理
支
援
シ
ス
テ

ム
 (H
ER-SY

S)が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
入
力
項
目
が
一

人
あ
た
り
182
項
目
と
多
く
、
そ
の
機
能
が
十
分
発
揮

で
き
て
い
な
い
。
自
動
デ
ー
タ
ー
抽
出
シ
ス
テ
ム
CD
X

を
用
い
る
こ
と
で
異
な
る
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
間
で
情
報

の
交
換
が
自
動
化
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
CD
X
を
東
大

医
科
研
病
院
に
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
CD
X
に
よ
り
電
カ

ル
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
コ
ピ
ー
H
D
か
ら
安
全
、
正
確
、

瞬
時
に
情
報
の
抽
出
が
で
き
た
。

D
．
考
察

急
性
B, C

型
肝
炎
い
ず
れ
も
、
最
近
で
は
数
が
減
少

傾
向
に
な
い
。
地
域
と
し
て
、
東
京
以
外
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、性
的
接
触
に
よ
る
も
の
が
増
え
て
い
る
。
特
に
、

男
性
同
性
愛
者
間
で
増
加
し
て
い
る
。
届
出
数
は
実
際

の
1
割
程
度
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
診
断
し
た
医
師
の

確
実
な
届
出
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、 届
出
制
度

の
自
動
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

E．
結
論

急
性
B, C

型
肝
炎
い
ず
れ
も
性
的
接
触
に
よ
る
も
の

が
増
え
て
お
り
、
啓
発
活
動
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
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情
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H
. 知
的
所
有
権
の
取
得
状
況
（
予
定
を
含
む
）

１
．
特
許
取
得

該
当
な
し

２
．
実
用
新
案
登
録

該
当
な
し

３
．
そ
の
他

該
当
な
し

１
．
2018

年
度
は
、
予
備
的
報
告
と
し
て
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
応
用
し
、
Ｃ
型
肝
炎
を
対
象

に
抽
出
・
連
結
を
行
い
、
試
行
的
に
サ
ー
ベ
イ
を
実
施
し
た
。
Ｃ
型
肝
炎
受
療
群
の
同
居
の
サ
ン
プ
ル

数
は
、
患
者
ベ
ー
ス
で
74
人
（
全
体
4,608

人
、
1.61%

）
と
な
っ
た
。
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
当

該
領
域
の
疫
学
調
査
に
応
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
制
約
要
件
も
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
有

用
な
手
法
で
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。

２
．
2019

年
度
か
ら
2020

年
度
に
か
け
て
診
療
報
酬
請
求
お
よ
び
健
診
デ
ー
タ
か
ら
成
る
医
療

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
応
用
し
て
、
急
性
肝
炎
の
発
症
件
数
と
発
症
因
子
を
整
理
す
る
、
疫
学
的
な
研
究
デ

ザ
イ
ン
を
志
向
し
た
。
分
析
の
結
果
、
Ｂ
型
急
性
肝
炎
は
、
20
歳
代
を
中
心
に
、
全
国
で
年
間
500

名
ほ
ど
発
症
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
家
族
内
伝
播
が
疑
わ
れ
た
割
合
は
、
2.6%

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｂ
型
肝
炎
の
発
症
は
、
性
別
の
み
な
ら
ず
Ｓ
Ｔ
Ｄ
（
性
感
染
症
）
の
罹
患
（
オ
ッ

ズ
比
が
10.8）

等
の
間
に
、
一
定
の
関
係
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。
今
後
は
、
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー

タ
の
特
性
、
お
よ
び
感
染
ル
ー
ト
の
変
遷
を
も
考
慮
し
つ
つ
、
地
域
や
年
齢
の
構
造
補
正
の
精
緻
化
を

さ
ら
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

研
究
要
旨

A
. 研
究
目
的

本
邦
に
お
け
る
昨
今
の
肝
疾
患
領
域
の
罹
患
実
態
や

治
療
技
術
の
動
向
を
背
景
に
、“
新
た
な
感
染
を
防
ぐ
”

視
点
か
ら
の
疫
学
調
査
が
望
ま
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
、

（
1）
急
性
肝
炎
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
に
加
え
Ａ
型
）
の
実
態
（
罹

患
、
地
域
、
時
期
等
）
を
整
理
、
お
よ
び
（
2）
B
型
肝

炎
等
の
新
規
発
症
例
の
感
染
経
路
と
し
て
家
族
内
伝
播

等
の
コ
ホ
ー
ト
の
検
討
を
目
的
と
す
る
。

B
. 研
究
方
法

（
１
）
研
究
デ
ザ
イ
ン

本
研
究
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
診
療
報
酬
請
求
お
よ
び
健

診
デ
ー
タ
か
ら
成
る
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
応
用
し
て
、

急
性
肝
炎
の
発
症
実
態
お
よ
び
発
症
背
景
の
整
理
を
志

向
す
る
、
疫
学
的
な
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
た
。
東
京

大
学
が
管
理
す
る
医
療
経
済
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
T
heBD

，
図
1）
か
ら
、
急
性
肝
炎
の
実
績
症
例
を
抽
出
し
た
。

抽
出
方
法
は
、
疑
い
・
確
定
病
名
（
国
際
疾
病
分
類
；

ICD
-10）

及
び
Ａ
型
・
Ｂ
型
・
Ｃ
型
等
の
検
査
介
入
、

ま
た
必
要
に
応
じ
て
各
々
の
肝
炎
治
療
薬
の
処
方
実
績

の
情
報
で
同
定
を
行
っ
た
。

2018
年
度
は
、
予
備
的
報
告
と
し
て
、
医
療
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
応
用
し
、
対
象
群
の
抽
出
・
連
結
を
行
い
、

試
行
的
に
サ
ー
ベ
イ
を
実
施
し
た
。
利
用
し
た
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
は
、
東
京
大
学
が
管
理
す
る
医
療
経
済
系
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
（
T
heBD

；
約
600
万
件
×
6
年
間
）
を
選

択
し
た
（
医
科
、
調
剤
）。
な
お
、
調
査
の
論
点
と
し
て
、

以
下
の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
た
。

（
１
）
急
性
肝
炎
の
疫
学

・「
急
性
期
」
の
定
義
と
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
仕
様
を
ど

う
す
る
か

⇒
　
前
治
療
歴
、
治
療
内
容
、
治
療
期
間
、
治
療
転

記
な
ど
か
ら
関
連
の
マ
ス
タ
等
を
作
成
中

（
２
）
感
染
経
路
の
疫
学

・「
家
族
内
」
の
定
義
お
よ
び
同
定
、
バ
イ
ア
ス
を
ど

う
す
る
か

(3) 急
性
肝
炎
の
発
生
状
況
に
対
す
る
正
確
な
状
況
把
握
の
検
討

②
健
康
保
険
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
急
性
肝
炎
症
例
数
の
推
定

 
 

 

　
　
　
研
究
分
担
者
　
田
倉
 智
之
　
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
医
療
経
済
政
策
学
 特
任
教
授
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－
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⇒
　
被
保
険
者
番
号
と
受
療
医
療
機
関
、
受
診
時
期

と
患
者
年
齢
、
前
治
療
歴
、
主
副
病
名
（
登
録
時
期
）、

医
療
機
関
紹
介
、
等
の
情
報
の
組
合
わ
せ
か
ら
、
対
象

の
コ
ホ
ー
ト
を
生
成
中

上
記
の
論
点
を
踏
ま
え
、
以
下
の
整
理
の
手
法
（
研

究
デ
ザ
イ
ン
）
を
設
定
し
、
準
備
を
始
め
た
。

・
層
別
解
析
：
疾
病
（
ICD
10）、

性
・
年
齢
、
診
療

行
為
（
検
査
・
投
薬
・
療
養
・
指
導
等
）、
地
域
等

・
補
正
処
理
：
人
口
動
態
（
エ
リ
ア
含
）、季
節
変
動
（
月

次
）、
施
設
分
布
（
可
能
な
場
合
の
み
）

・
推
計
分
析
：
マ
ル
コ
フ
モ
デ
ル
（
又
は
決
定
木
分
析
）、

モ
ン
テ
カ
ル
ロ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
お
、
横
断
調
査
で
短
期
間
（
2013

年
－
2017

年
）

の
サ
ン
プ
ル
デ
ー
タ
（
急
性
期
・
慢
性
期
の
Ｃ
型
肝
炎

群
）
を
抽
出
し
、感
染
経
路
の
疫
学
の
調
査
等
が
可
能
か
、

FS
を
実
施
し
た

2019
年
度
か
ら
2020

年
度
の
研
究
対
象
の
肝
炎
病
態

は
、
Ｂ
型
急
性
肝
炎
と
し
て
、
2015

年
度
－
2018

年
度

（
2015

年
4
月
か
ら
2019

年
3
月
）
の
4
年
間
を
観
察

期
間
と
し
た
（
実
態
調
査
と
し
て
医
科
入
院
・
外
来
の

デ
ー
タ
を
対
象
）。
デ
ー
タ
は
、
患
者
固
有
の
ID
で
名

寄
せ
さ
れ
、
縦
断
研
究
用
に
整
備
さ
れ
た
。
な
お
、
当

該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
被
保
険
者
ベ
ー
ス
で
日
本
全
体

の
約
7％
弱
の
カ
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
率

と
人
口
動
態
（
年
齢
／
地
域
）
で
補
正
処
理
を
行
っ
た
。

研
究
の
フ
ロ
ー
は
、
図
2
の
通
り
で
あ
っ
た
。

（
２
）
研
究
の
条
件

先
行
研
究
お
よ
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
参
照
し
た
結

果
、
本
研
究
に
お
い
て
は
、
B
型
急
性
肝
炎
を
次
の
よ

う
に
定
義
を
し
た
。
対
象
基
準
は
、
1）
初
め
て
感
染
し

発
症
し
た
ケ
ー
ス
を
同
定
し
つ
つ
、
Ｂ
型
肝
炎
に
関
連

す
る
肝
炎
検
査
（
A
/B/C

型
等
複
数
）
か
つ
確
定
診
断

の
日
を
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
す
る
（
さ
ら
に
、
以
降
の
Ｂ

型
肝
炎
の
治
療
薬
の
処
方
実
績
を
含
む
）、
2）
Ｂ
型
肝

炎
の
傷
病
名
に
つ
い
て
、「
急
性
」
に
類
す
る
ラ
ベ
ル
の

あ
る
サ
ン
プ
ル
を
対
象
と
す
る
、と
し
た
。
除
外
基
準
は
、

1）
初
め
て
感
染
し
発
症
し
た
ケ
ー
ス
を
対
象
に
す
る
た

め
、
疑
い
傷
病
名
や
肝
炎
関
連
検
査
の
前
診
療
歴
の
あ

る
サ
ン
プ
ル
群
を
除
外
す
る
、
2）
持
続
感
染
に
よ
る
再

活
性
を
除
外
す
る
た
め
、
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
（
免
疫
療
法
）、

抗
が
ん
化
学
療
法
、
分
子
標
的
治
療
等
の
診
療
歴
の
群

を
除
外
す
る
、
3）
投
与
中
止
に
よ
る
肝
炎
再
燃
率
が
高

い
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
が
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
以
降
に
処

方
さ
れ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
を
除
外
す
る
、
と
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
傷

病
名
お
よ
び
薬
物
療
法
に
よ
る
除
外
基
準
を
さ
ら
に
拡

大
し
、
免
疫
低
下
に
関
連
す
る
血
液
腫
瘍
、
リ
ウ
マ
チ

膠
原
病
、
疥
癬
・
感
染
等
の
治
療
歴
を
個
票
ベ
ー
ス
で

詳
細
に
確
認
し
て
、
Ｂ
型
肝
炎
の
再
燃
等
が
疑
わ
れ
る

症
例
を
拡
大
除
外
し
た
。
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図
1
 利
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要

図
2
 デ
ー
タ
整
備
の
流
れ
（
フ
ロ
ー
）

（
倫
理
面
へ
の
配
慮
）

本
研
究
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
形
態
で
実
施
し

た
た
め
、
倫
理
面
の
配
慮
は
不
要
で
あ
っ
た
。
な
お
、

本
研
究
で
用
い
た
デ
ー
タ
自
体
は
、
東
京
大
学
附
属
病

院
の
倫
理
委
員
会
で
包
括
承
認
が
な
さ
れ
た
（
審
査
番

号
：
2018167N

I，
2019

年
3
月
26
日
）。

C
. 研
究
結
果

2
0
1
8
年
度

継
続
治
療
群
（
肝
炎
関
連
の
薬
物
療
法
）
と
し
て

38,468
人
、
受
診
歴
有
群
（
検
査
等
）
と
し
て
70,395

人
の
サ
ン
プ
ル
が
あ
っ
た
。

う
ち
Ｃ
型
肝
炎
受
療
群
の
同
居
の
サ
ン
プ
ル
数
は
、

患
者
ベ
ー
ス
で
74
人
（
全
体
4,608

人
、
1.61%

）、
世

帯
ベ
ー
ス
で
37
件
（
全
体
4,571

件
）
と
な
っ
た
。

2
0
1
9
－
2
0
2
0
年
度

（
１
）
Ｂ
型
肝
炎
の
疫
学
（
発
生
件
数
と
構
成
）

Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
年
齢
帯
別
の
発
症
件
数（
年
次
）は
、

4
年
間
累
積
で
2,232

例
で
あ
り
、
20
歳
代
を
中
心
に
発

症
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
（
図
3）。

Ｂ
型
急
性
肝

炎
の
性
別
の
発
症
件
数
（
年
齢
帯
別
）
は
、
男
性
が
女

性
の
約
2.7
倍
で
、共
に
20
歳
代
の
発
症
割
合
が
多
か
っ

た
（
図
4）。

Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
発
症
件
数
の
年
次
推
移

は
、
月
間
20
～
80
件
で
変
動
し
つ
つ
、
若
干
の
減
少

傾
向
が
認
め
ら
れ
た
（
図
5）。

Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
地
域

（
都
道
府
県
）
別
の
発
症
動
向
の
整
理
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

関
東
・
近
畿
の
地
域
の
比
重
が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
（
図

6）。
（
2
）
Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
発
症
背
景
の
初
期
仮
説

Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
サ
ン
プ
ル
の
う
ち
、
家
族
内
伝
播

が
疑
わ
れ
た
割
合
は
、
全
体
の
2.6%
で
あ
っ
た
（
表
1）。
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図
4
 Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
年
齢
帯
別
の
発
症
割
合
（
性
別
）

図
3
 Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
年
齢
帯
別
の
発
症
割
合
（
年
次
）



8
0

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
防
止
  －
残
さ
れ
た
課
題
・
今
後
の
対
策
－

8
1

平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）
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図
5
 Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
年
次
別
の
発
症
件
数
（
推
移
）

ま
た
、
医
学
的
な
内
部
因
子
と
社
会
的
な
外
部
因
子
に

着
目
し
て
、
目
的
変
数
を
Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
件
数
、
説

明
変
数
を
ST
D
（
梅
毒
）
の
発
生
数
、
人
口
密
度
の
分

布
、
生
産
年
齢
人
口
（
20‒65

歳
）
と
し
て
多
変
量
解

析
を
試
行
し
た
と
こ
ろ
、
ST
D
の
発
生
数
と
人
口
密
度

の
分
布
が
統
計
的
有
意
な
傾
向
に
あ
っ
た
（
p<0.01、

V
IF<10）（

表
２
）。
な
お
、
説
明
変
数
を
Ｓ
Ｔ
Ｄ
の
発

生
数
、
肝
炎
発
症
の
年
齢
、
世
帯
構
成
の
人
数
、
地
域

別
の
外
国
人
の
訪
日
数
と
し
た
重
回
帰
分
析
で
は
、
統

計
学
的
に
方
程
式
（
モ
デ
ル
）
が
成
立
し
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
発
症
を
目
的
変
数
、性
別
、

年
齢
、
世
帯
構
成
、
地
域
、
ST
D
（
ICD
10
コ
ー
ド
が

50-64）
の
既
往
歴
を
説
明
変
数
と
し
た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
回
帰
分
析（
コ
ホ
ー
ト
研
究
）に
よ
る
と
、性
別
の
オ
ッ

ズ
比
は
0.64（

p<0.001）、
ST
D
因
子
の
オ
ッ
ズ
比
が

10.8（
p<0.001）

と
な
っ
た
（
表
3）。
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表
1
 Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
家
庭
内
伝
播
を
疑
う
割
合

図
6
 Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
地
域
別
の
発
症
割
合
（
都
道
府
県
別
）

C
．
考
察

2
0
1
8
年
度

得
ら
れ
た
結
果
は
、
他
の
統
計
情
報
等
と
比
較
し
そ

の
妥
当
性
の
検
証
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。
以
上
を
踏

ま
え
、
今
後
の
研
究
は
、
次
の
内
容
を
予
定
す
る
。

・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
精
査
（
新
規
発
症
者
等
）

・
急
性
期
と
慢
性
期
の
精
査
と
層
別
化
実
施

・
受
療
医
療
機
関
の
要
件
等
を
よ
り
精
細
化

・
治
療
内
容
等
を
考
慮
し
た
母
集
団
の
設
定

2
0
1
9
年
－
2
0
2
0
年
度

我
が
国
の
Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
発
症
件
数
は
、
全
体
で

緩
や
か
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
地
域

の
よ
っ
て
大
き
な
偏
り
や
傾
向
に
相
違
が
み
ら
れ
た
。

利
用
し
た
医
療
保
険
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
全
数
調
査

で
な
い
た
め
、
不
顕
性
新
規
感
染
者
数
の
動
向
も
考
慮

し
つ
つ
、
悉
皆
性
等
の
観
点
か
ら
も
除
外
基
準
等
の
条

件
に
つ
い
て
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

B
型
急
性
肝
炎
の
発
症
の
要
因
や
構
造（
感
染
ル
ー
ト
）

に
つ
い
て
、
や
や
制
約
の
あ
る
条
件
下
で
検
討
を
試
み

た
結
果
、
家
庭
内
伝
播
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、

Ｓ
Ｔ
Ｄ
に
関
連
し
た
要
因
（
人
口
密
度
も
含
む
）
の
影

響
も
示
唆
さ
れ
た
。
今
後
は
、
家
庭
内
感
染
の
定
義
の

精
査
も
含
め
、
さ
ら
に
幅
広
い
指
標
の
検
討
や
多
面
的

な
考
察
が
望
ま
れ
る
。

B
型
肝
炎
の
急
性
発
症
の
年
齢
分
布
は
、
20
歳
代
が

多
か
っ
た
が
、
高
齢
者
層
も
一
定
の
割
合
を
占
め
る
傾

向
に
あ
っ
た
。
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
の
特
性
、
お

よ
び
感
染
ル
ー
ト
の
変
遷
を
も
考
慮
し
つ
つ
、
地
域
や

年
齢
の
構
造
補
正
を
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
A
型
肝
炎
お
よ
び
Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
分
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
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表
2
 Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
発
症
背
景
の
重
回
帰
分
析

表
3
 Ｂ
型
急
性
肝
炎
の
発
症
の
背
景
因
子
の
分
析

（
補
足
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
以
外
に
本
研
究
に
利
用
し
た

一
般
統
計
資
料
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
（
2017

年
度
）

・
人
口
密
度
：
厚
生
統
計
要
覧
（
厚
労
省
）
一
部
利
用

・
生
産
年
齢
：
国
勢
調
査
（
総
務
省
）
一
部
利
用

 

患
者
数
ベ
ー
スＣ
型
肝
炎
患
者
数

同
一
世
帯

同
居

非
同
居

4
,
6
0
8

7
4

4
6

2
8

【
参
考
】
世
帯
数
ベ
ー
ス

Ｃ
型
肝
炎
患
者
所
属
世
帯
数

同
一
世
帯

同
居

非
同
居

4
,
5
7
1

3
7

2
3

1
4

図
4
　
C
型
肝
炎
患
者
推
計
数



8
2

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
感
染
防
止
  －
残
さ
れ
た
課
題
・
今
後
の
対
策
－

8
3

平
成
3
0
年
度
－
令
和
2
年
度
　
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
（
肝
炎
等
克
服
緊
急
対
策
研
究
事
業
）

E．
結
論

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
応
用
し
た
Ｃ
型
肝
炎
の
感
染
経

路
の
疫
学
調
査
を
試
行
し
た
と
こ
ろ
、
家
族
内
感
染
の

可
能
性
が
示
さ
れ
た

B
型
急
性
肝
炎
は
、
20
歳
代
を
中
心
に
、
全
国
で
年

間
500
名
ほ
ど
発
症
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
を
整
理
し

た
と
こ
ろ
、
家
族
内
伝
播
が
疑
わ
れ
た
割
合
は
、
2.6%

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
Ｂ
型
肝
炎
の
発
症
と
Ｓ
Ｔ
Ｄ
の
罹

患
状
況
、
人
口
密
度
の
間
に
は
、
一
定
の
関
係
が
あ
る

と
推
察
さ
れ
た
。

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
当
該
領
域
の
疫
学
調
査
に
応

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
制
約
要
件
も
明
ら

か
と
な
っ
た
が
、
有
用
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
も

示
唆
さ
れ
た
。

F. 健
康
危
険
情
報

な
し

G
. 研
究
発
表

1．
論
文
発
表

特
に
な
し

2．
学
会
発
表

特
に
な
し

H
. 知
的
所
有
権
の
取
得
状
況
（
予
定
を
含
む
）

１
．
特
許
取
得

該
当
な
し

２
．
実
用
新
案
登
録

該
当
な
し

３
．
そ
の
他

該
当
な
し

（
補
足
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
以
外
に
本
研
究
に
利
用
し
た

一
般
統
計
資
料
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
（
2017

年
度
）

・
人
口
密
度
：
厚
生
統
計
要
覧
（
厚
労
省
）
一
部
利
用

・
生
産
年
齢
：
国
勢
調
査
（
総
務
省
）
一
部
利
用


